
聖
せ い

書
し ょ

マタイ 5・17～32

テ ー マ 心
こころ

の中
なか

の罪
つみ

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

兄弟
きょうだい

に対
たい

して怒
いか

る者
もの

は、だれで

も裁判
さいばん

を受
う

けねばならない。

マタイ 5・22

目
も く

標
ひょう

内面
ないめん

の罪
つみ

を知
し

り、キリストに

よって心
こころ

の内
うち

をきよめて頂
いただ

く。

7 月 7 日（月）
聖書
せ い し ょ

マタイ 5・17～20

聖句
せ い く

廃
はい

するためではなく、成就
じょうじゅ

するため

にきたのである。 17節
せつ

なにかやり始
はじ

めたのに「あ～めんどくさっ、

や～めた」ってすぐにあきらめる人
ひと

はだあれ？

でもね、聖書
せいしょ

を読
よ

み、学
まな

んでみると「イエス

様
さま

ってほんとにすごい！」って思
おも

うのです。

それは、律法
りっぽう

、つまり神
かみ

様
さま

の教えを、人
ひと

はと

ても守
まも

れないし、理解
り か い

できないけれど、イエス

様
さま

はそうじゃないってわかるから！

イエス様
さま

は、神
かみ

様
さま

の思
おも

いをわたしたちに教
おし

え、

お手本
て ほ ん

になって、律法
りっぽう

をこれっぽっちもムダに

しないで、完成
かんせい

するために来
こ

られた、ただ一人
ひ と り

のお方
かた

だね！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、律法
りっぽう

を 100 パーセントわか

り、 行
おこな

えるイエス様
さま

は、本当
ほんとう

にあなた

のひとり子
ご

です！

7 月 6 日（日）
聖書
せ い し ょ

マタイ 5・22～23

聖句
せ い く

兄弟
きょうだい

に対
たい

して怒
いか

る者
もの

は、だれでも

裁判
さいばん

を受
う

けねばならない。 22節
せつ

すべての人
ひと

は神様
かみさま

につくられ、愛
あい

され、大切
たいせつ

な

一人
ひ と り

ひとりだって知
し

ってるかな？ でもあなたは

どう？ 心
こころ

の中
なか

で「ばか！ きらい！ あっちに行
い

け」って思
おも

ったり、いじわるなことを考
かんが

えるの

は、そう言
い

ってるのと同
おな

じことだって。言
い

わなく

ても、心
こころ

の中
なか

で傷
きず

つけたら同
おな

じことだって、イ

エス様
さま

は言
い

ってるよ。それは罪
つみ

だって。

そういうわたしたちの罪
つみ

のために、イエス様
さま

は

来
き

てくれて、身代
み が

わりの十字架
じ ゅ うじ か

にかかられたんだ

ね！ 罪
つみ

の心
こころ

をきれいにしてくださるイエス様
さま

を信
しん

じようね。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、人
ひと

を傷
きず

つける 心
こころ

の罪
つみ

をお

わびします。そして、イエス様
さま

の十字架
じゅうじか

を信
しん

じます。 心
こころ

をきれいにしてくださ

い。

7 月 8 日（火）
聖書
せ い し ょ

マタイ 5・17～20

聖句
せ い く

これをおこないまたそう教
おし

える者
もの

は、天
てん

国
ごく

で大
おお

いなる者
もの

と呼
よ

ばれるで

あろう。 19節
せつ

聖書
せいしょ

の中
なか

で、ほんの一
ひと

つ教
おし

えを守
まも

れないとき、

「天
てん

国
ごく

でいちばん小
ちい

さい人
ひと

」って呼
よ

ばれちゃう

みたい。だったら、どんなにがんばっても、ど

んなにすごい人
ひと

も、天
てん

国
ごく

で「いちばん大
おお

きい人
ひと

」

「よくがんばった人
ひと

」になんてなれないじゃな

いか～！って考
かんが

えこんじゃうよね。天
てん

国
ごく

に

だって入
い

れてもらえないかも…。

そう。人
にん

間
げん

のがんばりや行
おこな

いでは、天
てん

国
ごく

に入
はい

るのはとってもむずかしいんだ。だからこそ、

イエス様
さま

にたよるんだよね！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたのおしえを守
まも

ること

や 行
おこな

うことはとてもむずかしくて、

自分
じ ぶ ん

の 力
ちから

で天
てん

国には行
い

けません。イエ

ス様
さま

にたよるしかないわたしです。



7 月 9 日（水）
聖書
せ い し ょ

マタイ 5・17～20

聖句
せ い く

あなたがたの義
ぎ

が律法
りっぽう

学者
がくしゃ

やパリ

サイ人
ひと

の義
ぎ

にまさっていなければ、

決
けっ

して天
てん

国
ごく

に、はいることはできな

い。 20節
せつ

律法
りっぽう

学者
がくしゃ

は、旧約
きゅうやく

聖書
せいしょ

の先生。聖書
せいしょ

を研究
けんきゅう

していて、それを人
ひと

に教
おし

え行
おこな

う人
ひと

たちでした。

パリサイ人
びと

も、一週間
いっしゅうかん

に二回
に か い

は断
だん

食
じき

するし、

献金
けんきん

だってきっちりします。どちらもかんぺ

きってかんじの人
ひと

たち。でも、心
こころ

の中
なか

では律法
りっぽう

を守
まも

らない人
ひと

や外国
がいこく

人
じん

をバカにしていました。

イエス様
さま

は、ただ行
おこな

いだけがかんぺきで、正
ただ

しいように見
み

える、律法
りっぽう

学者
がくしゃ

やパリサイ人
びと

のよ

うではいけないことを教
おし

えたかったんだね。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしも、ただ見
み

た目
め

や 行
おこな

いで自分
じ ぶ ん

が正
ただ

しいように見
み

せているこ

とがあります。ごめんなさい。

7 月 11 日（金）
聖書
せ い し ょ

マタイ 5・25～26

聖句
せ い く

あなたを訴
うった

える者
もの

と一緒
いっしょ

に道
みち

を行
い

く時
とき

には、その途
と

中
ちゅう

で早
はや

く仲
なか

直
なお

りを

しなさい。 25節
せつ

「どうしていじわるするの？」「わたしのも

の盗
ぬす

んだ！」などと言
い

われるのを「訴
うった

えられ

る」って言
い

うんだね。ほかにも色
いろ

んなことで訴
うった

えられるかもしれません。

もし、その人
ひと

といっしょに歩
ある

いて行
い

くとした

ら、「いつか」ではなく「なるべく早
はや

く」心
こころ

か

ら「ごめんなさい」と言
い

って仲直
なかなお

りしよう。そ

うしないと、とんでもないことになって、牢屋
ろ う や

に入
い

れられるかもしれないというお話
はなし

です。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、「ごめんなさい」と言
い

うの

をいつも「いつか」にしていました。で

も、たいへんなことになる前
まえ

に「早
はや

く」

そうできますように。

7 月 10 日（木）
聖書
せ い し ょ

マタイ 5・23～24

聖句
せ い く

まず行
い

ってその兄弟
きょうだい

と和解
わ か い

し、それ

から帰
かえ

ってきて、供
そな

え物
もの

をささげる

ことにしなさい。 24節
せつ

心
こころ

の中
なか

をよくごらんになる神
かみ

様
さま

。あなたは、

その神
かみ

様
さま

の前
まえ

でプンプン怒
おこ

りながら礼拝
れいはい

でき

るかな？ 神
かみ

様
さま

はどう思
おも

うだろうね？

イエス様
さま

はなんの悪
わる

いところもないのに、

自分
じ ぶ ん

からすべての人
ひと

の罪
つみ

を背負
せ お

って十字架
じ ゅ うじ か

で

死
し

なれました。そう、あなたの罪
つみ

もね。

だから、そのイエス様
さま

のことが心
こころ

からわか

る人
ひと

は、自分
じ ぶ ん

の方
ほう

からみんなを赦
ゆる

し、「ごめ

ん」って言
い

われる前
まえ

に「ごめん」って言
い

える人
ひと

でいよう。そして、きれいな心
こころ

になって、礼拝
れいはい

にでかけよう！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、だれかとケンカしたとき、

ちゃんと「ごめん」を言
い

えて仲直
なかなお

りして

から礼拝
れいはい

にでかけられますように。

7 月 12 日（土）
聖書
せ い し ょ

マタイ 5・00～32

聖句
せ い く

もしあなたの右
みぎ

の手
て

が罪
つみ

を犯
おか

させ

るなら、それを切
き

って捨
す

てなさい。

30節
せつ

「右
みぎ

の目
め

が罪
つみ

を犯
おか

させるなら、それを抜
ぬ

き出
だ

して捨
す

てなさい」ともあります。天
てん

国
ごく

に行
い

くの

はなんてむずかしく、きびしいんだろう。

今週
こんしゅう

学
まな

んできたことは、小
ちい

さなわたしたち

にはできないことだらけ。でもね、聖書
せいしょ

には

「御子
み こ

イエスの血
ち

が、すべての罪
つみ

からわたした

ちをきよめるのである」（Ⅰヨハネ 1・7）って

書
か

いてあるよ！ このお言葉
こ と ば

をしっかり信
しん

じ、

イエス様
さま

にたよりきって生
い

きていくしかない

よね！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしの 心
こころ

の中
なか

がどんな

に罪
つみ

深
ふか

いかわかりました。イエス様
さま

の

十字架
じゅうじか

の血
ち

が罪
つみ

をきよめてくださるこ

とを信
しん

じて生
い

きていきます。



聖
せ い

書
しょ

マタイ 6・7～13

テ ー マ 主
しゅ

の祈
いの

り

暗唱
あんしょう

聖句
せ い く

御国
み く に

がきますように。みこころが

天
てん

に行
おこな

われるとおり、地
ち

にも行
おこな

わ

れますように。 マタイ 6・10

目
もく

標
ひょう

意味
い み

を知
し

って「主
しゅ

の祈
いの

り」をさ

さげる者
もの

となる。

7 月 14 日（月）
聖書
せいしょ

マタイ 6・9

聖句
せ い く

天
てん

にいますわれらの父
ちち

よ。御名
み な

があ

がめられますように。 9節
せつ

わたしたちは「天
てん

のお父
とう

様
さま

！」と神様
かみさま

に呼
よ

び

かけますね。それは、「全宇宙
ぜんうちゅう

を治
おさ

めておられる、

わたしたちのお父
とう

さん！」と呼
よ

んでいるのです。

世界中
せかいじゅう

の人
ひと

が、天
てん

のお父
とう

様
さま

だけをほめたたえま

すように！という祈
いの

りです。これが、イエス様
さま

が

いちばんはじめに教
おし

えてくださった祈
いの

り。

わたしたちの周
まわ

りには、天
てん

のお父
とう

様
さま

以外
い が い

の、

人間
にんげん

がつくった偶像
ぐうぞう

がいっぱいありますね。天
てん

のお父
とう

様
さま

を知
し

らない人
ひと

、信
しん

じようとしない人
ひと

が

拝
おが

んでいます。天
てん

のお父
とう

様
さま

はどんなに悲
かな

しんで

おられることでしょう。だからこそ、わたした

ちが、まずいちばんに祈
いの

るべきことなのです。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなただけがほめたたえられ

ますように、まずいちばんに祈
いの

ります。

7 月 13 日（日）
聖書
せいしょ

マタイ 6・7～8

聖句
せ い く

あなたがたの父
ちち

なる神
かみ

は、求
もと

めない

先
さき

から、あなたがたに必要
ひつよう

なものはご

存
ぞん

じなのである。 8節
せつ

今週
こんしゅう

は、イエス様
さま

が教
おし

えられた「主
しゅ

の祈
いの

り」

を学
まな

びます！ その前
まえ

に、大切
たいせつ

なことをひとこと。

祈
いの

りは、同
おな

じことをダラダラなが～く祈
いの

ればい

いのではありません。たとえ短
みじか

くても、真剣
しんけん

に

心
こころ

をこめて祈
いの

ることが大切
たいせつ

です。

イエス様
さま

は言
い

われました、「神様
かみさま

は、あなたが

たが祈
いの

る前
まえ

から、必要
ひつよう

なものを知
し

っておられる」。

えっ？ じゃあ、祈
いの

らなくてもいいんじゃない？

いいえ、自分
じ ぶ ん

のお願
ねが

いを祈
いの

ることだけが祈
いの

りで

はないんですよ。「主
しゅ

の祈
いの

り」をとおして、わた

したちが本当
ほんとう

に祈
いの

るべきことを学
まな

びましょう。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしが本当
ほんとう

に祈
いの

るべきこと

を教
おし

えてください。

7 月 15 日（火）
聖書
せいしょ

マタイ 6・10

聖句
せ い く

御国
み く に

がきますように。みこころが天
てん

に行
おこな

われるとおり、地
ち

にも行
おこな

われま

すように。 10節
せつ

次
つぎ

は、神様
かみさま

だけが治
おさ

める国
くに

が早
はや

くきますよう

に、そして神様
かみさま

のみこころが、この地上
ちじょう

で行
おこな

わ

れますように！という祈
いの

りです。わたしたちの

心
こころ

を神様
かみさま

が治
おさ

めてください、わたしたちを通
とお

し

て、みこころを行
おこな

ってください！という意味
い み

も

あります。

わたしたちが住
す

んでいるこの地上
ちじょう

は、神様
かみさま

が

悲
かな

しまれる罪
つみ

でいっぱいです。ですから、この祈
いの

りは本当
ほんとう

に大切
たいせつ

な祈
いの

りなのです。神様
かみさま

が治
おさ

めて

くださる国
くに

とみこころが、わたしたちから拡
ひろ

がって行
い

くように祈
いの

りましょう。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしたちの 心
こころ

を治
おさ

めてく

ださい。わたしたちを通
とお

して、神様
かみさま

の治
おさ

め

る国
くに

とみこころが拡
ひろ

がりますように。



7 月 16 日（水）
聖書
せいしょ

マタイ 6・11

聖句
せ い く

わたしたちの日
ひ

ごとの食物
しょくもつ

を、きょ

うもお与
あた

えください。 11節
せつ

次
つぎ

は、わたしたちに必要
ひつよう

なものを求
もと

める祈
いの

り

です。毎日
まいにち

のお食事
しょくじ

、着
き

る服
ふく

、住
す

む家
いえ

、など。

わたしたちが食
た

べるご飯
はん

や着
き

る服
ふく

は、あるのが

当
あた

り前
まえ

ではありません。たとえば、地震
じ し ん

がきた

り、火事
か じ

になったりしたら、何
なに

もかも無
な

くなっ

てしまう可能性
か の うせ い

が誰
だれ

にでもあるでしょう！

すべてのものは、わたしたちの必要
ひつよう

を知
し

って

おられる神様
かみさま

が与
あた

えてくださっているのです。

それがわかると、この祈
いの

りの大切
たいせつ

さもわかりま

すね。神様
かみさま

に心
こころ

から感謝
かんしゃ

し、わたしたちにとっ

て必要
ひつよう

なものを与
あた

えてください、と祈
いの

りましょ

う。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしたちの必要
ひつよう

をいつも与
あた

えてくださり感謝
かんしゃ

します。これからも必要
ひつよう

なものをお与
あた

えください。

7 月 18 日（金）
聖書
せいしょ

マタイ 6・13

聖句
せ い く

わたしたちを試
こころ

みに会
あ

わせないで、

悪
あ

しき者
もの

からお救
すく

いください。 13節
せつ

この祈
いの

りは、わたしたちが嫌
いや

なことにあいま

せんように！という意味
い み

ではありません。わた

したちを神様
かみさま

から引
ひ

き離
はな

す悪
わる

い力
ちから

から、守
まも

っ

てください！という祈
いの

りです。かんちがいしや

すのですが、自分
じ ぶ ん

にとって嫌
いや

なことにあうこと

が本当
ほんとう

の問題
もんだい

ではないのです。本当
ほんとう

に問題
もんだい

なの

は、神様
かみさま

から離
はな

れてしまうこと。

罪
つみ

の誘惑
ゆうわく

という悪
わる

い力
ちから

は、いつもわたした

ちを襲
おそ

ってきます。自分
じ ぶ ん

の力
ちから

に頼
たよ

っていたら、

あっというまに誘惑
ゆうわく

に負
ま

けて、神様
かみさま

から離
はな

れて

しまいます。だから、神様
かみさま

に頼
たよ

って、まもって

いただくように祈
いの

るのです。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、神様
かみさま

から引
ひ

きはなす悪
わる

い 力
ちから

から、どうぞおまもりください。

7 月 17 日（木）
聖書
せいしょ

マタイ 6・12

聖句
せ い く

わたしたちに負債
ふ さ い

のある者
もの

をゆるし

ましたように、わたしたちの負債
ふ さ い

をも

おゆるしください。 12節
せつ

「負債
ふ さ い

」というのは、ここでは罪
つみ

のことを言
い

っ

ています。わたしたちに罪
つみ

を犯
おか

した人
ひと

をゆるし

たように、わたしたちの罪
つみ

をゆるしてください、

という祈
いの

りです。

イエス様
さま

は命
いのち

を捨
す

てて、わたしたちをゆる

してくださいました。イエス様
さま

にゆるされた人
ひと

は、ゆるされたことを感謝
かんしゃ

して、ゆるす人
ひと

にな

るのです。怒
いか

りや憎
にく

しみだらけの世界
せ か い

なのに、

「ゆるします」と祈
いの

れるのは、なんとすばらし

いことでしょう！ わたしたちがゆるされたこ

とと、わたしたちがゆるすこと。これはいつも

ワンセットです。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

がゆるされたよう

に、わたしもゆるす人
ひと

になれますように。

7 月 19 日（土）
聖書
せいしょ

マタイ 6・7～13

聖句
せ い く

御国
み く に

がきますように。みこころが天
てん

に行
おこな

われるとおり、地
ち

にも行
おこな

われま

すように。 10節
せつ

わたしたちは、自分
じ ぶ ん

のお願
ねが

いを祈
いの

ることが祈
いの

りだと思
おも

いがち。でも、イエス様
さま

はわたしたち

が本当
ほんとう

に祈
いの

らなければならない「主
しゅ

の祈
いの

り」を教
おし

えてくださいました。教
おし

えられたすべての祈
いの

り

の中
なか

に、神様
かみさま

のみこころだけが行
おこな

われますよう

に、神様
かみさま

のみこころをわたしたちに行
おこな

ってくだ

さい、という意味
い み

がこめられています。

毎週
まいしゅう

、なんとなく祈
いの

っていた「主
しゅ

の祈
いの

り」。

でも、わたしたちにとっていちばん大切
たいせつ

な祈
いの

り

だということがわかりましたね。これからは、

本当
ほんとう

の意味
い み

を考
かんが

えながら、心
こころ

をこめて祈
いの

って

いきましょう。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、これからは、「主
しゅ

の祈
いの

り」を

心
こころ

をこめて祈
いの

ります。



聖
せ い

書
し ょ

創世記
そ う せい き

7・1～24

テ ー マ 箱舟
はこぶね

なるキリスト

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

あなたと家族
か ぞ く

とはみな箱舟
はこぶね

には

いりなさい。 創世記
そ う せい き

7・1

目
も く

標
ひょう

箱舟
はこぶね

なるキリストを信
しん

じ、その

救
すく

いの中
なか

に入
はい

る者
もの

となる。

7 月 21 日（月）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

7・1～5

聖句
せ い く

あなたと家族
か ぞ く

とはみな箱舟
はこぶね

にはい

りなさい。 1節
せつ

今週
こんしゅう

の暗唱
あんしょう

聖句
せ い く

です。もう覚
おぼ

えましたか?

きょう注目
ちゅうもく

したいのは、「あなたの家族
か ぞ く

」、特
とく

に、『家族
か ぞ く

』という言葉
こ と ば

です。ノアの家族
か ぞ く

は、奥
おく

さんと、３人
にん

の息子
む す こ

たち、そしてそのお嫁
よめ

さん

たちで、合計
ごうけい

８人
にん

家族
か ぞ く

でした。その８人
にん

だけが

洪水
こうずい

から救
すく

われました。神様
かみさま

は、家族
か ぞ く

ぐるみ救
すく

おうとしておられるのです。あなたの家族
か ぞ く

は何
なん

人
にん

なのかな？ みんなクリスチャンなら

大感謝
だいかんしゃ

! まだの人
ひと

がいたら、「救
すく

ってくださ

い」と神様
かみさま

にしっかりお祈
いの

りし続
つづ

けましょう。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたは家族
か ぞ く

みんなの救
すく

い

を願
ねが

っていてくださり感謝
かんしゃ

します。 私
わたし

の家族
か ぞ く

も全員
ぜんいん

救
すく

われますように。

7 月 20 日（日）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

7・1～24

聖句
せ い く

あなたと家族
か ぞ く

とはみな箱舟
はこぶね

にはい

りなさい。 1節
せつ

ノアが六百才
ろっぴゃくさい

の2月
がつ

17日
にち

に起
お

こった大洪水
だいこうずい

。

想像
そうぞう

できますか？ 日本
に ほ ん

に、3月
がつ

11日
にち

に起
お

こった

地震
じ し ん

と津波
つ な み

！ ここは大丈夫
だいじょうぶ

と思
おも

っていた高
たか

い

所
ところ

も津波
つ な み

に押
お

し流
なが

されました。ノアの大洪水
だいこうずい

の時
とき

も人々
ひとびと

は高
たか

い山
やま

にのがれましたが、地
ち

は全
ぜん

面
めん

、全
まった

く水
みず

におおわれてしまい、箱舟
はこぶね

の外
そと

の生
い

き物
もの

はすべて滅
ほろ

びてしまったのでした。生
い

き

残
の

ったのは、箱舟
はこぶね

の中
なか

のノアたち、たった８人
にん

だけでした。今
いま

、私
わたし

たちが入
はい

って救
すく

われる箱
はこ

舟
ぶね

とは、「イエス様
さま

」です。信
しん

じて救
すく

われよう！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、この世
よ

は罪
つみ

と汚
けが

れの大洪水
だいこうずい

です。イエス様
さま

を信
しん

じて罪
つみ

の中
なか

から救
すく

わ

れます。救
すく

いの箱舟
はこぶね

を感謝
かんしゃ

します。

7 月 22 日（火）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

7・1～5

聖句
せ い く

ノアはすべて主
しゅ

が命
めい

じられたよう

にした。 5節
せつ

誰
だれ

もが一
ひと

つの口
くち

と二
ふた

つの耳
みみ

を与
あた

えられてい

ます。神様
かみさま

が、「よく聞
き

くのですよ。聞
き

くこと

が一番
いちばん

大切
たいせつ

ですよ」とおっしゃっておられるよ

うですね。ノアはでっかい耳
みみ

を二
ふた

つ与
あた

えられて

いたのでしょうか？ いいえ、耳
みみ

の大
おお

きさでは

なく、神様
かみさま

のみ声
こえ

がよく聞
き

ける、心
こころ

の耳
みみ

がしっ

かり開
ひら

かれていたのです。だから、よく聞
き

こえ

て、そしてちゃんと言
い

われたとおりにできたの

ですね。これを従 順
じゅうじゅん

、すなおに従
したが

う心
こころ

と言
い

います。すなおに従
したが

う心
こころ

で聞
き

いてこそ、はじ

めて聞
き

いたことになります。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、救
すく

いのためには、ノアのよ

く聞
き

こえた 心
こころ

の耳
みみ

と、すなおな 従
したが

う

心
こころ

が大切
たいせつ

だったことを知
し

りました。



7 月 23 日（水）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

7・1～5

聖句
せ い く

また空
そら

の鳥
とり

の中
なか

から雄
おす

と雌
めす

とを七
なな

つずつ取
と

って、その種類
しゅるい

が全地
ぜ ん ち

のお

もてに生
い

き残
のこ

るようにしなさい。3節
せつ

「清
きよ

い獣
けもの

の中
なか

から雄
おす

と雌
めす

とを二
ふた

つずつ」

「空
そら

の鳥
とり

の中
なか

から雄
おす

と雌
めす

とを七
なな

つずつ」取
と

るよ

うに、との神様
かみさま

の命令
めいれい

でした。ノアはすべて、

神様
かみさま

が命
めい

じられるようにしたのでした! 小
ちい

さ

な犬
いぬ

や猫
ねこ

やうさぎやらをつかまえるのはいい

けど、それでも逃
に

げ回
まわ

られると大変
たいへん

！ 大
おお

きな

動
どう

物
ぶつ

やこわそうな動物
どうぶつ

、それに空
そら

の鳥
とり

もつかま

えるのですから、大変
たいへん

だったのかなァと思
おも

って

しまいます。きっと神様
かみさま

の助
たす

けがあったので

しょう。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたのご命令
めいれい

が大変
たいへん

に思
おも

えても、あなたの方
ほう

から助
たす

けてくださっ

てできると信
しん

じます。

7 月 25 日（金）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

7・13～16

聖句
せ い く

そこで主
しゅ

は彼
かれ

のうしろの戸
と

を閉
と

ざ

された。 16節
せつ

電車
でんしゃ

にすべり込
こ

み「セーフ！」で乗
の

り込
こ

んで、

うしろの戸
と

がスーッてしまったなんて経験
けいけん

あ

りますか？ ひや汗
あせ

ものでしょう。今
いま

は電車
でんしゃ

の

戸
と

も、自分
じ ぶ ん

で閉
し

めるものはほとんどないでしょ

う。ノアの箱舟
はこぶね

の入口
いりぐち

の戸
と

も、実
じつ

は、ノアや家族
か ぞ く

の誰
だれ

かが閉
し

めたのではありませんでした。「主
しゅ

は彼
かれ

のうしろの戸
と

を閉
と

ざされた」とありますか

ら、まちがいなく神様
かみさま

でした！ するともう

絶対
ぜったい

に外
そと

から入
はい

れません。救
すく

いの戸
と

は閉
と

ざされ

たのです。でも、「キリストの救
すく

いの戸
と

」は、

今
いま

も開
ひら

いているから大丈夫
だいじょうぶ

！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、今
いま

はまだイエス様
さま

による救
すく

いの戸
と

はオープンなので感謝
かんしゃ

です。家族
か ぞ く

みんなが救
すく

われますように。

7 月 24 日（木）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

7・6～12

聖句
せ い く

こうして七日
な ぬ か

の後
のち

、洪水
こうずい

が地
ち

に起
おこ

っ

た。 10節
せつ

「七日
な ぬ か

の後
のち

、わたしは四十日
よんじゅうにち

四十夜
よんじゅうや

、地
ち

に雨
あめ

を降
ふ

らせて、わたしの造
つく

ったすべての生
い

き物
もの

を、

地
ち

のおもてからぬぐい去
さ

ります」（４）と、神
かみ

様
さま

はノアに言
い

われました。「あと七日
な ぬ か

しかない」

とノアは心
こころ

ひきしまる思
おも

いで聞
き

いたことで

しょう。なぜなら、神様
かみさま

が言
い

われたことは、必
かなら

ずその通
とお

りなるということを知
し

っていたから

です。ノアは人々
ひとびと

に洪水
こうずい

のことを伝
つた

えたにちが

いありません。でも人々
ひとびと

は、ノアと家族
か ぞ く

のこと

をバカにして聞
き

く耳
みみ

をもたなかったのです。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたの言
い

われたとおり、

七日後
な ぬ か ご

に洪水
こうずい

が起
おこ

こり、四十日
よんじゅうにち

四十夜
よんじゅうや

、

雨
あめ

でした。み言葉
こ と ば

に聞
き

き 従
したが

います。

7 月 26 日（土）
聖書
せ い し ょ

使徒
し と

行伝
ぎょうでん

16・25～34

聖句
せ い く

主
しゅ

イエスを信
しん

じなさい。そうしたら、

あなたもあなたの家族
か ぞ く

も救
すく

われます。

31節
せつ

このみ言葉
こ と ば

の約束
やくそく

が、どんなに真実
しんじつ

であるか、

たくさんの家族
か ぞ く

が声
こえ

をそろえて、「アーメン」

と言
い

うにちがいありません。この場面
ば め ん

は、パウ

ロとシラスが足
あし

かせをかけられ牢獄
ろうごく

に入
い

れら

れて、最悪
さいあく

と思
おも

えるところです。しかし、ふた

りは神
かみ

に祈
いの

り、さんびを歌
うた

いつづけ、そこに

神様
かみさま

による大地震
だ い じし ん

が起
お

こり、獄
ごく

の戸
と

があき、囚
しゅう

人
じん

の鎖
くさり

がとけるという奇跡
き せ き

！ しかし、もっと

大
おお

きな奇跡
き せ き

は、この獄屋番
ご く やば ん

とその家族
か ぞ く

が主
しゅ

イエ

スを信
しん

じ救
すく

われ、バプテスマを受
う

けたことでし

た!

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、家族
か ぞ く

の救
すく

いのための素晴
す ば

ら

しいお約束
やくそく

のみ言葉
こ と ば

をありがとうござ

います。信
しん

じて祈
いの

っていきます。



聖
せ い

書
し ょ

創世記
そ う せい き

12・1～9

テ ー マ 神
かみ

による旅立
た び だ

ち

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

あなたは国
くに

を出
で

て、親族
しんぞく

に別
わか

れ、

父
ちち

の家
いえ

を離
はな

れ、わたしが示
しめ

す地
ち

に

行
い

きなさい。 創世記
そ う せい き

12・1

目
も く

標
ひょう

罪
つみ

から離別
り べ つ

し、神
かみ

の導
みちび

きに従
したが

っ

て生
い

きる者
もの

となる。

7 月 28 日（月）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

12・1～3

聖句
せ い く

あなたは祝福
しゅくふく

の基
もとい

となるであろう。

2節
せつ

池
いけ

の中
なか

に小石
こ い し

をひとつポトンと投
な

げ込
こ

むと、

どうなりますか？ そこから、波紋
は も ん

がずん、ず

ん、ずんと広
ひろ

がっていきますね。神様
かみさま

はアブラ

ムさんをその小石
こ い し

のように、そう、祝福
しゅくふく

の輪
わ

を

広
ひろ

げていく小石
こ い し

のように選
えら

ばれました。お父
とう

さ

んのテラと出
で

てきたそのウルの町
まち

は、月
つき

や星
ほし

を

拝
おが

む偶像
ぐうぞう

崇拝
すうはい

の町
まち

でした。そこからきっぱり離
はな

れました。そして神様
かみさま

の導
みちび

きにお従
したが

いしてい

く時
とき

、アブラムさんは祝福
しゅくふく

され、祝福
しゅくふく

の基
もとい

と

して祝福
しゅくふく

を広
ひろ

げていくとの約束
やくそく

でした。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、祝 福
しゅくふく

の輪を広げる小石に

なれるなんて最高
さいこう

です。 私
わたし

もアブラム

さんのようにあなたを信
しん

じ、あなたに

従
したが

いたいです。

7 月 27 日（日）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

12・1～9

聖句
せ い く

あなたは国
くに

を出
で

て、親族
しんぞく

に別
わか

れ、父
ちち

の家
いえ

を離
はな

れ、わたしが示
しめ

す地
ち

に行
い

き

なさい。 1節
せつ

夏休
なつやす

みです。家族
か ぞ く

旅行
りょこう

の計画
けいかく

なんかうれしい

ですよね。何泊
なんぱく

するのかな？ どこまで行
い

くの

かな？ もちろんおうちの人
ひと

たちは、ちゃんと

目的
もくてき

地
ち

も旅費
り ょ ひ

も帰
かえ

ってくる日
ひ

も決
き

めて実行
じっこう

し

ます。アブラムさんは、と言
い

うと…「えー、ど

こへ行
い

くのかわかりません。あー、何日
なんにち

旅
たび

に出
で

るのかわかりません。う～ん、いつ帰
かえ

ってくる

のか、もう帰
かえ

らないのかわかりません」という

ような旅立
た び だ

ちでした！ ただし、まことの神様
かみさま

を信
しん

じて、神様
かみさま

の導
みちび

きにお従
したが

いする旅
たび

でした。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、アブラムさんたちのために、

あなたはきっと素晴
す ば

らしいご計画
けいかく

を

持
も

って 導
みちび

かれたのだと信
しん

じます。

7 月 29 日（火）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

12・4～5

聖句
せ い く

アブラムは主
しゅ

が言
い

われたようにい

で立
た

った。 4節
せつ

新
あたら

しい出発
しゅっぱつ

！ と言
い

っても、ピカピカの

一年
いちねん

生
せい

ではありません。アブラムさんはなんと

七十
ななじゅう

五
ご

才
さい

、そのお年
とし

で、新
あら

たな旅立
たびだち

ちでした。

「主
しゅ

が言
い

われたようにいで立
た

った」のでした。

いくつになっても、どんな時
とき

でも、どんな所
ところ

へ

でも、どんな人
ひと

とでも、どんなことでも従
したが

う、

これが本物
ほんもの

の信仰
しんこう

なのですね。アブラムさんと

奥
おく

さんのサライさん、弟
おとうと

の子
こ

、つまりおいの

ロトさん、集
あつ

めたすべての財産
ざいさん

プラス何人
なんにん

かの

人々
ひとびと

が旅行団
りょこうだん

でした。団長
だんちょう

は神様でしたね！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたが言
い

われたように

お 従
したが

いする信仰
しんこう

をもって、アブラムさ

んのように祝 福
しゅくふく

の 基
もとい

とされたいです。



7 月 30 日（水）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

12・6～9

聖句
せ い く

そこに彼
かれ

は主
しゅ

のために祭壇
さいだん

を築
きず

い

て、主
しゅ

の名
な

を呼
よん

んだ。 8節
せつ

アブラムさんがいつも神様
かみさま

を一番
いちばん

にしてい

たのがよくわかります。神様
かみさま

に示
しめ

されたカナン

の地
ち

にきて、モレのテレビンの木
き

のもとに着
つ

い

たアブラムさんに、神様
かみさま

が現
あらわ

れてくださって、

「わたしはあなたの子孫
し そ ん

にこの地
ち

を与
あた

えます」

と言
い

われました。アブラムはそこに主
しゅ

のために

祭壇
さいだん

を築
きず

きました。さらにベテルの東
ひがし

の山
やま

に

移
うつ

って、またそこにも祭壇
さいだん

を築
きず

きました。神様
かみさま

とお話
はな

しできる所
ところ

、今
いま

は十字架
じ ゅ うじ か

のもとですね。

十字架
じ ゅ うじ か

の祭壇
さいだん

の前
まえ

でお祈
いの

りしましょう。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、そこに行
い

くといつでも十字
じゅうじ

架
か

を仰
あお

いで、お祈
いの

りができるような、お

祈
いの

りの場所
ば し ょ

をつくり、祈
いの

ります。

8 月 1 日（金）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

13・8～13

聖句
せ い く

アブラムはカナンの地
ち

に住
す

んだが、

ロトは低地
て い ち

の町々
まちまち

に住
す

み、天幕
てんまく

をソ

ドムに移
うつ

した。 12節
せつ

「身内
み う ち

同士
ど う し

で争
あらそ

うのは良
よ

くない。私
わたし

たちは

別
わか

れましょう。さあ、良
よ

い地
ち

を選
えら

んでください」

と、アブラムさんがおいのロトさんに言
い

いまし

た。「いえいえ、おじさん、あなたがまず選
えら

ん

でください」と、ロトさんは言
い

わなかったので

す！ロトさんの心
こころ

は欲
よく

の心
こころ

、目
め

は欲
よく

の目
め

で、

主
しゅ

の園
その

のようにすみずみまでよく潤
うるお

っていた

ヨルダンの低地
て い ち

を先
さき

に取
とり

りました。ロトは罪
つみ

び

とたちの住
す

むソドムに天幕
てんまく

を移
うつ

しました。欲
よく

の

心
こころ

や欲
よく

の目
め

で選
えら

ぶととても危険
き け ん

ですね。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、何
なに

かを選
えら

ぶ時
とき

、どちらかに

進
すす

む時
とき

、自分
じ ぶ ん

の欲
よく

の 心
こころ

や目
め

で選
えら

ぶこと

がないように、お守
まも

りください。

7 月 31 日（木）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

13・1～7

聖句
せ い く

アブラムの家畜
か ち く

の牧
ぼく

者
しゃ

たちとロト

の家畜
か ち く

の牧
ぼく

者
しゃ

たちの間
あいだ

に争
あらそ

いが

あった。 7節
せつ

おっとっと、祝福
しゅくふく

の基
もとい

軍団
ぐんだん

の中
なか

に、争
あらそ

い

が起
おこ

こってきてしまいましたよ。アブラムさん

は家畜
か ち く

もいっぱい飼
か

っていたし、金銀
きんぎん

にも非常
ひじょう

に富
と

んでいました。おいのロトさんも、羊
ひつじ

、牛
うし

、

そして天幕
てんまく

を持
も

っていたのです。それで、彼
かれ

ら

の家畜
か ち く

が多
おお

すぎるようになってしまい、そこの

地
ち

ではおさまり切
き

れなくなったのでした。そう

なると、それぞれの家畜
か ち く

の牧
ぼく

者
しゃ

たち同士
ど う し

が争
あらそ

い始
はじ

めてしまいました。財産
ざいさん

や持
も

ち物
もの

が十分
じゅうぶん

にあると、とかく問題
もんだい

が起
おこ

こりやすいですね。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、豊
ゆた

かに祝 福
しゅくふく

されている中
なか

でも、すべてはあなたからの恵
めぐ

みである

ことを決して忘れないで、平和
へ い わ

に過
す

ご

したいです。

8 月 2 日（土）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

13・14～18

聖句
せ い く

わたしはあなたの子孫
し そ ん

を地
ち

のちり

のように多
おお

くします。 16節
せつ

再
ふたた

び、神様
かみさま

からの祝福
しゅくふく

のお約束
やくそく

がアブラム

さんに臨
のぞ

みました。それは、「ロトがアブラム

に別
わか

れた後
のち

に」でした（14）。欲深
よくふか

いロトさん

とその一行
いっこう

にお別
わか

れしたあとでした。何
なん

と豊
ゆた

か

な神様
かみさま

からの祝福
しゅくふく

のお約束
やくそく

でしょう！ あな

たが見
み

わたす地
ち

はすべて、永久
えいきゅう

にあなたとあ

なたの子孫
し そ ん

に与
あた

えます。あなたの子孫
し そ ん

を地
ち

のち

りのように多
おお

くします。私
わたし

たちもアブラムさ

んのように、偶像
ぐうぞう

崇拝
すうはい

の罪
つみ

、その他
た

の罪
つみ

から離
はな

れ、ロトさんのような欲
よく

からも離
はな

れましょう。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、アブラムさんのように、

しっかりあなたに 従
したが

って、豊
ゆた

かに祝 福
しゅくふく

され、祝 福
しゅくふく

を流
なが

れさせてください。



聖
せ い

書
しょ

創世記
そ う せい き

18・16～33

テ ー マ アブラハムのとりなし

暗唱
あんしょう

聖句
せ い く

わたしのしようとする事
こと

をアブラ

ハムに隠
かく

してよいであろうか。

創世記
そ う せい き

18・17

目
もく

標
ひょう

神
かみ

の思
おも

いを知
し

りつつ、とりなし

祈
いの

る者
もの

となる。

8 月 4 日（月）
聖書
せいしょ

創世記
そ う せい き

18・16～19

聖句
せ い く

地
ち

のすべての民
たみ

がみな、彼
かれ

によって

祝福
しゅくふく

を受
う

けるのではないか。 18節
せつ

神様
かみさま

が、アブラハムに重大
じゅうだい

なお話
はなし

をしようと

されたのには、理由
り ゆ う

がありました。神様
かみさま

は、「ア

ブラハムをとおして全世界
ぜ ん せか い

を祝福
しゅくふく

したい！そし

て、彼
かれ

と彼
かれ

の子孫
し そ ん

に正
ただ

しく生
い

きてほしい！」と

願
ねが

っておられました。そこで、神様
かみさま

の思
おも

いをア

ブラハムにお話
はなし

をしよう、と決
き

められたのです。

同
おな

じように、神様
かみさま

はわたしたちにも「祝福
しゅくふく

し

たい、正
ただ

しく生
い

きてほしい」と願
ねが

っておられま

す。だから、毎日
まいにち

、聖書
せいしょ

をとおして大切
たいせつ

なお話
はなし

を

してくださるのです。神様
かみさま

がわたしたちにお話
はなし

をしたいと思
おも

われているから、わたしたちは

聖書
せいしょ

のみことばを読
よ

むのですよ。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、いつもみことばをとおして、

あなたのお 話
はなし

を聞
き

かせてください。

8 月 3 日（日）
聖書
せいしょ

創世記
そ う せい き

18・16～17

聖句
せ い く

わたしのしようとする事
こと

をアブラハ

ムに隠
かく

してよいであろうか。 17節
せつ

「とりなしの祈
いの

り」という言葉
こ と ば

を知
し

っていま

すか？ 自分
じ ぶ ん

以外
い が い

の、誰
だれ

かのために祈
いの

ることです。

アブラハムは、ほかの誰
だれ

かのために、一生懸命
いっしょうけんめい

祈
いの

る人
ひと

でした。

今週
こんしゅう

は、神様
かみさま

がアブラハムにある重大
じゅうだい

なこ

とをお話
はなし

される場面
ば め ん

を読
よ

んでいきます。お話
はなし

を聞
き

いたアブラハムは、どんなふうに祈
いの

ったの

かな？ さあ、「とりなしの祈
いの

り」について学
まな

ん

でいきますよ。いつも自分
じ ぶ ん

のことばかり祈
いの

って

いるな～と思
おも

った、あなた。アブラハムの「と

りなし祈
いの

り」を、しっかり学
まな

んでください。あ

なたの祈
いの

りも、きっと変
か

わっていきますから。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、アブラハムの「とりなしの祈
いの

り」を、しっかり学
まな

ばせてください。

8 月 5 日（火）
聖書
せいしょ

創世記
そ う せい き

18・20～21

聖句
せ い く

ソドムとゴモラの叫
さけ

びは大
おお

きく、また

その罪
つみ

は非常
ひじょう

に重
おも

い。 20節
せつ

ついに、神様
かみさま

はアブラハムに重大
じゅうだい

発表
はっぴょう

をさ

れました。ソドムとゴモラという町
まち

の人々
ひとびと

が、罪
つみ

を犯
おか

しつづけてやめないので、それを確
たし

かめて

から、町
まち

ぜんぶを滅
ほろ

ぼされるというのです…！

そ、そんな！ アブラハムは大
だい

ショック！ ソド

ムには、彼
かれ

の甥
おい

であるロトと、ロトの家族
か ぞ く

が住
す

ん

でいたのです。

神様
かみさま

は、正
ただ

しいお方
かた

です。罪
つみ

をそのまま放
ほう

って

はおかれません。神様
かみさま

はやさしい愛
あい

のお方
かた

です

が、罪
つみ

を放
ほう

っておくことが本当
ほんとう

の愛
あい

ではないの

です。罪
つみ

は必
かなら

ずさばかれる。神様
かみさま

は、このこと

をはっきりとアブラハムに教
おし

えられたのです。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたが正
ただ

しいお方
かた

である

ことを、わたしが忘
わす

れないように助
たす

けて

ください。



8 月 6 日（水）
聖書
せいしょ

創世記
そ う せい き

18・22～25

聖句
せ い く

アブラハムはなお、主
しゅ

の前
まえ

に立
た

って

いた。 22節
せつ

神様
かみさま

のみ使
つか

いたちが、ソドムとゴモラの罪
つみ

を

確
たし

かめるために向
む

かっていきました。このまま

では、ソドムとゴモラは滅
ほろ

ぼされる！ 真
ま

っ青
さお

に

なったアブラハムは、神様
かみさま

にこう言
い

いました、

「神様
かみさま

！ 町
まち

には正
ただ

しい人
ひと

が 50人
にん

いるかもしれ

ません。あなたは正
ただ

しい人
ひと

まで滅
ほろ

ぼすお方
かた

では

ありません。世界
せ か い

をさばく神様
かみさま

は正
ただ

しいお方
かた

で

はありませんか！」。

アブラハムは神様
かみさま

に祈
いの

るために、神様
かみさま

の前
まえ

に

立
た

って離
はな

れませんでした。聞
き

いていただくまで

は、離
はな

れるわけにはいきませんでした。「どうか

滅
ほろ

ぼさないでください！」という、アブラハム

の必死
ひ っ し

のとりなしの祈
いの

りが始
はじ

まったのです。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしも神様
かみさま

から離
はな

れないで

祈
いの

りつづける人
ひと

とならせてください。

8 月 8 日（金）
聖書
せいしょ

創世記
そ う せい き

18・30～33

聖句
せ い く

わたしはその十
じゅう

人
にん

のために滅
ほろ

ぼさな

いであろう。 32節
せつ

アブラハムのとりなしの祈
いの

りは、さらにつづ

きます。「神様
かみさま

、正
ただ

しい人
ひと

は 30人
にん

だけかもしれま

せん…」、「いや 20人
にん

だとしたら…」、「もし、10人
にん

だったら…」。何度
な ん ど

も祈
いの

るアブラハム。普通
ふ つ う

だっ

たら、「もう、しつこい～！」と怒
おこ

られそうです

よね。しかし神様
かみさま

は「10人
にん

いたら滅
ほろ

ぼさない」

と、やさしくアブラハムに答
こた

えてくださったの

です。

神様
かみさま

は罪
つみ

をさばかれるお方
かた

なのに、たった 10

人
にん

の正
ただ

しい人
ひと

のために町
まち

の全員
ぜんいん

をゆるす、と約
やく

束
そく

されました。神様
かみさま

は正
ただ

しいお方
かた

、しかし誰
だれ

よ

りもあわれみ深
ふか

い、愛
あい

のお方
かた

なのです。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、誰
だれ

よりもあわれみ深
ふか

い、あな

たの愛
あい

を 心
こころ

から感謝
かんしゃ

します。

8 月 7 日（木）
聖書
せいしょ

創世記
そ う せい き

18・26～29

聖句
せ い く

わたしはちり灰
はい

に過
す

ぎませんが、あ

えてわが主
しゅ

に申
もう

します。 27節
せつ

神様
かみさま

はアブラハムに、「正
ただ

しい人
ひと

が 50人
にん

いた

ら、ゆるそう」と言
い

われました。しかし、アブ

ラハムは満足
まんぞく

しませんでした。「50人
にん

いなかった

らどうしよう…」と考
かんが

えたのです。そして、「わ

たしは神様
かみさま

の前
まえ

には、ちりのような者
もの

ですが、

もう一度
い ち ど

言
い

わせてください。正
ただ

しい人
ひと

は 45人
にん

か

もしれません…」と祈
いの

りました。さらに、「いや

40人
にん

かもしれません」と祈
いの

りました。すると神様
かみさま

は、「40人
にん

いたら、ゆるそう」と答
こた

えてくださっ

たのです。

アブラハムの祈
いの

りは、一度
い ち ど

ではおわりません

でした。何度
な ん ど

も何度
な ん ど

も、神様
かみさま

にとりなしの祈
いの

り

をしたのです。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしも何度
な ん ど

もとりなしの祈
いの

りをする人
ひと

とならせてください。

8 月 9 日（土）
聖書
せいしょ

創世記
そ う せい き

18・16～33

聖句
せ い く

わたしにしようとする事
こと

をアブラハ

ムに隠
かく

してよいであろうか。 17節
せつ

神様
かみさま

が、聖書
せいしょ

のみことばをとおして、わたし

たちにも重大
じゅうだい

発表
はっぴょう

をしておられます。それは、

神様
かみさま

が、今度
こ ん ど

は全世界
ぜ ん せか い

の罪
つみ

をさばかれるという

ことです。イエス様
さま

の十字架
じ ゅ うじ か

を信
しん

じない人々
ひとびと

は、

罪
つみ

をさばかれ、滅
ほろ

びてしまうのです！

もう、自分
じ ぶ ん

のことだけ祈
いの

っている場合
ば あ い

ではあ

りません。家族
か ぞ く

やお友
とも

だちがイエス様
さま

を信
しん

じる

ことができますように！と、今度
こ ん ど

はあなたが、

本気
ほ ん き

でとりなしの祈
いの

りをする人
ひと

になってくださ

い。あなたの祈
いの

りで、滅
ほろ

びから救
すく

われる人
ひと

がい

るのです。神様
かみさま

は、あなたのとりなしの祈
いの

りを

まっておられます。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしのとりなしの祈
いの

りをと

おして、救
すく

われる人
ひと

がおこされますように。



聖
せ い

書
し ょ

創世記
そ う せい き

28・10～22

テ ー マ 神
かみ

がこの所
ところ

に

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

まことに主
しゅ

がこの所
ところ

におられ

るのに、わたしは知
し

らなかった。

創世記
そ う せい き

28・16

目
も く

標
ひょう

共
とも

におられる神
かみ

に目
め

を向
む

けて生
い

きる。

8 月 11 日（月）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

28・10～11

聖句
せ い く

一
ひと

つの所
ところ

に着
つ

いた時
とき

、日
ひ

が暮
く

れた

ので、そこに一夜
い ち や

を過
す

ごし、その所
ところ

の石
いし

を取
と

ってまくらとし、そこに伏
ふ

して寝
ね

た。 11 節
せつ

あなたも一人
ひ と り

旅
たび

をしたことがありますか？

まだないでしょうね。子
こ

どもだけで電車
でんしゃ

に乗
の

っ

てという旅行
りょこう

はあるかな？ ここのヤコブは全
まった

くひとりぽっち､しかも初
はじ

めて家
いえ

から出
で

たので

す。レンズ豆
まめ

の時
とき

だけでなく､そのあともう一
いち

度
ど

､父
ちち

と兄
あに

をだまして｢祝福
しゅくふく

｣を奪
うば

ってしまい､

もう家
いえ

にいられなくて旅
たび

に出
で

ました。夜
よる

になり

冷
つめ

たい石
いし

をまくらにして､どんなに心細
こころぼそ

かった

ことでしょう。一
ひと

つの所
ところ

に着
つ

いた時
とき

､実
じつ

はそこ

で神様
かみさま

がヤコブを待
ま

っていました！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、人
ひと

がたったひとりでいる時
とき

、

あなたが近
ちか

づいてくださるとわかって、

ひとりでいても恐
こわ

くありません。

8 月 10 日（日）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

28・10～22

聖句
せ い く

まことに主
しゅ

がこの所
ところ

におられるの

に、わたしは知
し

らなかった。 16節
せつ

「えーっ、こんな所
ところ

に教会
きょうかい

があったんだ―」

と、今
いま

まで何回
なんかい

もその道
みち

を通
とお

っていても見
み

えて

いなかったということがあります。心
こころ

の目
め

が

開
ひら

いていなかったのですね。ヤコブもそうでし

た。「えーっ、ここに神様
かみさま

が共
とも

にいてくださっ

たのに、わたしは知
し

らなかった」と叫
さけ

んだので

した。それは一番
いちばん

大切
たいせつ

なお方
かた

、共
とも

にいてくださ

る神様
かみさま

に、心
こころ

の目
め

が向
む

けられた最高
さいこう

に幸
しあわ

せな

瞬間
しゅんかん

でした。今
いま

、この神様
かみさま

は、信
しん

じるわたし

とも共
とも

にいてくださることを知
し

っています

か？

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、肉眼
にくがん

では見
み

えないあなたを、

心
こころ

の目
め

を開
ひら

いて、いつもしっかりみな

がら毎日
まいにち

歩
ある

いていけますように。

8 月 12 日（火）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

28・12

聖句
せ い く

時
とき

に彼
かれ

は夢
ゆめ

を見
み

た。 12節
せつ

「きょうはどんな夢
ゆめ

が見
み

えるのかな」と毎晩
まいばん

、

楽
たの

しみに寝
ね

る人
ひと

もあるそうです。あなたもよく

夢
ゆめ

を見
み

ますか？ イエス様
さま

の夢
ゆめ

だと最高
さいこう

です

ね！ でも、追
お

いかけられる夢
ゆめ

とか、恐
こわ

い夢
ゆめ

と

かはいやですね。ヤコブはここで、神様
かみさま

の夢
ゆめ

を

見
み

たのです！ 一
ひと

つのはしごが地
ち

の上
うえ

に立
た

って

います。そのてっぺんは天
てん

に達
たっ

しています。そ

してそのはしごを、神
かみ

の使
つか

いたちが上
のぼ

ったり、

下
くだ

ったりしているではありませんか。夢
ゆめ

を見
み

さ

せてくださるのも、実
じつ

は神
かみ

様
さま

なのでしょう。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、眠
ねむ

っている時
とき

に夢
ゆめ

を見
み

るの

も不思議
ふ し ぎ

です。あなたは夢
ゆめ

によっても正
ただ

しく 導
みちび

いてくださり感謝
かんしゃ

です。



8 月 13 日（水）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

28・13～15

聖句
せ い く

わたしはあなたの父
ちち

アブラハムの

神
かみ

、イサクの神
かみ

、主
しゅ

である。 13節
せつ

次
つぎ

の瞬間
しゅんかん

です！ 神様
かみさま

がヤコブのそばに

立
た

って言
い

われます。「わたしはあなたの父
ちち

アブ

ラハムの神
かみ

、イサクの神
かみ

、主
しゅ

である。あなたが

伏
ふ

している地
ち

を、あなたと子孫
し そ ん

とに与
あた

えよう」

と。そして、子孫
し そ ん

が地
ち

のチリのように多
おお

くなっ

て、まわりの人
ひと

たちはヤコブと子孫
し そ ん

とによって

祝
しゅく

福
ふく

されること。何
なに

より、神様
かみさま

はヤコブと共
とも

に

いて、ヤコブがどこに行
い

くとしても、彼
かれ

を守
まも

り、

この地
ち

に連
つ

れ帰
かえ

る、そして、決
けっ

してヤコブを捨
す

てず、語
かた

ったことを行
おこな

うと言
い

われます。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、ヤコブのための何
なん

とすばら

しい約束
やくそく

でしょう！ これはまたあなた

を信
しん

じる 私
わたし

のためでもあります。

8 月 15 日（金）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

28・18～19

聖句
せ い く

その所
ところ

の名
な

をベテルと名
な

づけた。

19節
せつ

あなたにとっても「ここ！」という記念
き ね ん

の場
ば

所
しょ

がありますか？ もちろん、生
う

まれた所
ところ

はそ

うですよね。ヤコブにとって、ここ、ベテル（神
かみ

の家
いえ

）と名
な

づけた場所
ば し ょ

は、記念
き ね ん

の場所
ば し ょ

となりま

した。初
はじ

めて、神様
かみさま

とお出会
で あ

いした忘
わす

れること

のできない場所
ば し ょ

でした。つまり、新
あたら

しく生
う

ま

れ変
か

わって、神様
かみさま

と共
とも

に歩
ある

きはじめた所
ところ

です。

身体
か ら だ

が生
う

まれた所
ところ

以上
いじょう

に、魂
たましい

が新
あたら

しく生
う

ま

れた所
ところ

、罪
つみ

を悔
く

い改
あらた

めて、ゆるされ神
かみ

の子
こ

と

され、水
みず

のバプテスマを受
う

ける所
ところ

（母教会
ぼきょうかい

）

は、もっと大
おお

きな記念
き ね ん

の場所
ば し ょ

ですね！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしも本気
ほ ん き

であなたとお

会
あ

いして、水
みず

のバプテスマを受
う

けて、記
き

念
ねん

の場所
ば し ょ

ベテルをもちたいです。

8 月 14 日（木）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

28・16～17

聖句
せ い く

これはなんという恐
おそ

るべき所
ところ

だろ

う。これは神
かみ

の家
いえ

である。これは天
てん

の

門
もん

だ。 17節
せつ

眠
ねむ

りからさめて、神様
かみさま

とお会
あ

いしていた夢
ゆめ

か

らもさめて、ヤコブは思
おも

わず叫
さけ

びました、「ま

ことに主
しゅ

がこの所
ところ

におられるのに、わたしは

知
し

らなかった」。初
はじ

めて家
いえ

を離
はな

れ、なつかしい

家族
か ぞ く

や、近所
きんじょ

の人
ひと

たちからも遠
とお

く離
はな

れて、たっ

たひとりになっちゃって…と、とても淋
さび

しい悲
かな

しい思
おも

いをしていたヤコブには、大
おお

きな驚
おどろ

き

であり、喜
よろこ

びだったのですね。これは神
かみ

の家
いえ

（ベテル）だ、天
てん

の門
もん

だと心
こころ

がひきしまる思
おも

い

もしました。もうひとりではありません

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、ヤコブは初
はじ

めてハッキリと

あなたを見
み

て、生
う

まれ変
か

わりました。わ

たしも 心
こころ

からあなたを信
しん

じます。

8 月 16 日（土）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

28・20～22

聖句
せ い く

安
やす

らかに父
ちち

の家
いえ

に帰
かえ

らせてくださ

るなら、主
しゅ

をわたしの神
かみ

といたしま

しょう。 21節
せつ

ヤコブは誓
ちか

いを立
た

てて、神様
かみさま

にお祈
いの

りします。

が、たくさんの条件
じょうけん

付
つ

きのお祈
いの

りです。「神
かみ

が

わたしと共
とも

にいてくださるなら」「わたしの行
い

くこの道
みち

でわたしを守
まも

ってくださるなら」「食
た

べるパンと着
き

る着物
き も の

をくださるなら」「安
やす

らか

に父
ちち

の家
いえ

に帰
かえ

らせてくださるなら」主
しゅ

をわたし

の神
かみ

といたしましょうとね。そして、「神
かみ

がく

ださるすべての物
もの

の十分
じゅうぶん

の一
いち

をわたしは必
かなら

ずあなたにささげます」と誓
ちか

いを立
た

てました。

押
お

しのける者
もの

ヤコブの性質
せいしつ

がのぞいています。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしの祈
いの

りも、もしかし

たら条 件
じょうけん

付
つ

きのお祈
いの

りになっていまし

たら、おゆるしください。 改
あらた

めます。



聖
せ い

書
し ょ

創世記
そ う せい き

37・5～11

テ ー マ ヨセフ①神
かみ

の計画
けいかく

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

人
ひと

は心
こころ

に自分
じ ぶ ん

の道
みち

を考
かんが

え計
はか

る、

しかし、その歩
あゆ

みを導
みちび

く者
もの

は主
しゅ

である。 箴言
しんげん

16・9

目
も く

標
ひょう

神
かみ

がご計画
けいかく

をもって自分
じ ぶ ん

の生涯
しょうがい

を導
みちび

かれることを覚
おぼ

え、生
い

きる。

8 月 18 日（月）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

37・5

聖句
せ い く

ある時
とき

、ヨセフは夢
ゆめ

を見
み

て、それを

兄弟
きょうだい

たちに話
はな

したので、彼
かれ

らは、ま

すます彼
かれ

を憎
にく

んだ。 5節
せつ

今日
き ょ う

から、ヨセフという人
ひと

のお話
はなし

だよ。

ヨセフは、ヤコブの 12人
にん

の子
こ

どもの中
なか

では

下
した

から 2番目
ば ん め

。お父
とう

さんはヨセフがかわいくて

しかたありません。でも、ほかの兄弟
きょうだい

は、一番
いちばん

かわいがられるヨセフが憎
にく

かったみたい。

ヨセフには人
ひと

とちがうところがありました。

夢
ゆめ

を見
み

て神
かみ

様
さま

のご計画
けいかく

を知
し

ることができたの

です。でも、兄弟
きょうだい

たちはヨセフの夢
ゆめ

の話
はなし

を聞
き

いて、ヨセフのことをもっと憎
にく

いと思
おも

ったとい

うのです。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、今日
き ょ う

からヨセフの 話
はなし

です。

あなたがヨセフの人
じん

生
せい

を 導
みちび

くのを見
み

て、

たくさん学
まな

べますように。

8 月 17 日（日）
聖書
せ い し ょ

箴言
しんげん

16・9

聖句
せ い く

人
ひと

は心
こころ

に自分
じ ぶ ん

の道
みち

を考
かんが

え計
はか

る、し

かし、その歩
あゆ

みを導
みちび

く者
もの

は主
しゅ

である。

9節
せつ

人
ひと

はだれでも、自分
じ ぶ ん

の人
じん

生
せい

が「ああなればい

いな」と思
おも

っていて、そうなるように一生
いっしょう

け

んめいです。でも、思
おも

ったような大人
お と な

になれな

い人
ひと

だっているね。その方
ほう

が多
おお

いかも…。

人
じん

生
せい

は、ときどき「自分
じ ぶ ん

の思
おも

いどおりにいか

ないこと」を学
まな

ぶ学校
がっこう

みたいなもの。その人
じん

生
せい

の中
なか

で、やっぱり真
まこと

の神
かみ

様
さま

がいないと人
ひと

は生
い

きていけないし、あなたの人
じん

生
せい

をすばらしいも

のにしてくださるのは神
かみ

様
さま

だと学
まな

ぼう。そして

今
いま

どんなことが起
お

きていても、神
かみ

様
さま

の大
おお

きな

計画
けいかく

が未来
み ら い

にあるって信
しん

じて行
い

こうね。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしの未来
み ら い

を知
し

り、計画
けいかく

をしてくださるあなたを信
しん

じます。

8 月 19 日（火）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

37・6

聖句
せ い く

どうぞわたしが見
み

た夢
ゆめ

を聞
き

いてく

ださい。 6節
せつ

人
ひと

にはいろんな性格
せいかく

があるよね。やさしい子
こ

、

明
あか

るい子
こ

、暗
くら

い子
こ

、いたずらっ子
こ

…。ヨセフは

どんなだったか想像
そうぞう

してみよう。

お父
とう

さんにいちばん愛
あい

されていたヨセフ。

兄弟
きょうだい

に嫌
きら

われているはずなんだけど、よくわ

かっていなかったのかな？とってもうれしそ

うに、じまんみたいに夢
ゆめ

のことを話
はな

しちゃった。

本当
ほんとう

は、言葉
こ と ば

も行
おこな

いも気
き

をつけられたらい

いんだけれど、どんな人
ひと

もカンペキではないね。

でも、そういうことも、神
かみ

様
さま

は知
し

っていて、正
ただ

しい人
ひと

になれるよう導
みちび

いてくださるよ。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしも、カンペキじゃな

くて失敗
しっぱい

ばかりですが、あなたが正
ただ

しく

導
みちび

いてください。



8 月 20 日（水）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

37・7

聖句
せ い く

わたしの束
たば

が起
お

きて立
た

つと、あなた

がたの束
たば

がまわりにきて、わたしの

束
たば

を拝
おが

みました。 7節
せつ

ヨセフの見
み

た夢
ゆめ

は、ヨセフが畑
はたけ

で束
たば

を束
たば

ね

ていたとき、自分
じ ぶ ん

の束
たば

のまわりに兄弟
きょうだい

の束
たば

ね

ていた束
たば

が来
き

て拝
おが

んだというものです。

わたしたちが見
み

る夢
ゆめ

は「ああなったらいい

な」とか「こうなったらどうしよう」という思
おも

いからくるけれど、ヨセフの夢
ゆめ

はちがったんだ。

その夢
ゆめ

は神
かみ

様
さま

が見
み

せた、ヨセフの将来
しょうらい

の姿
すがた

。

兄弟
きょうだい

たちが、将来
しょうらい

ヨセフを拝
おが

むようになると

いう意味
い み

だったんだね。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、ヨセフに、夢
ゆめ

の中
なか

でとくべ

つな計画
けいかく

を見
み

せられたあなたのすばら

しさを賛美
さ ん び

します。

8 月 22 日（金）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

37・9～10

聖句
せ い く

わたしはまた夢
ゆめ

を見
み

ました。日
ひ

と月
つき

と十一
じゅういち

の星
ほし

とがわたしを拝
おが

みまし

た。 9節
せつ

ヨセフは、神
かみ

様
さま

によってまた夢
ゆめ

を見
み

ました。

ときどき、神
かみ

様
さま

を信
しん

じて生
い

きるわたしたちも、

まわりの人
ひと

から見
み

れば「夢
ゆめ

見
み

る人
ひと

」みたい。

神
かみ

様
さま

なんか信
しん

じて、聖書
せいしょ

の言葉
こ と ば

なんか聞
き

いて、

「夢
ゆめ

見
み

てるんじゃない？」って嫌
きら

われること

もあるかもしれない。

でもね、神
かみ

様
さま

と神
かみ

様
さま

のみ言葉
こ と ば

とは真実
しんじつ

で正
ただ

しいことを、信
しん

じて生
い

きてきた人
ひと

たちが証明
しょうめい

しているよね！

み言葉
こ と ば

によって夢
ゆめ

を見
み

よう！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたは真実
しんじつ

で正
ただ

しいお方
かた

です。わたしも、あなたのみ言葉
こ と ば

によっ

て夢
ゆめ

を見
み

ます！

8 月 21 日（木）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

37・8

聖句
せ い く

彼
かれ

の夢
ゆめ

とその言葉
こ と ば

のゆえにますま

す彼
かれ

を憎
にく

んだ。 8節
せつ

かわいそうなヨセフ！ 夢
ゆめ

のことを話
はな

したら

もっと嫌
きら

われちゃったね！

なんで神
かみ

様
さま

はヨセフに夢
ゆめ

をみせたんだろ

う？ 夢
ゆめ

さえ見
み

なければお兄
にい

さんたちに話
はな

さず

にいられたのに。夢
ゆめ

の話
はなし

をしなければこんな

に嫌
きら

われなくてもよかったのに。

でもね、神
かみ

様
さま

はふしぎなお方
かた

。人
にん

間
げん

が「どう

して？」と思
おも

うような出来事
で き ご と

も、神
かみ

様
さま

のご計画
けいかく

の始
はじ

まりなのかもしれないね、ヨセフみたいに。

神
かみ

様
さま

のご計画
けいかく

はわたしたちの想像
そうぞう

をはるか

に超
こ

えているね！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたがわたしたちのため

に持
も

っておられる計画
けいかく

も、想像
そうぞう

をはるか

に超
こ

えてすばらしいと信
しん

じます。

8 月 23 日（土）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

37・11

聖句
せ い く

しかし父
ちち

はこの言葉
こ と ば

を心
こころ

にとめた。

11節
せつ

すべてのできごとを心
こころ

にとめられる人
ひと

で

あってほしいと思
おも

います。そう、すべてのこと。

うれしいだけじゃなく、怒
おこ

りたいようなこと、

泣
な

きたいようなこともぜんぶだよ。

ふつうなら、「悲
かな

しいことなんかわすれちゃ

いなよ」ってお友
とも

だちははげましてくれるかも

しれないね。でも、もしあなたが心
こころ

の中
なか

に「こ

のできごとにもきっと意味
い み

があるはず」と、心
こころ

にとめて生
い

きていくとき、その意味
い み

を知
し

る日
ひ

が

かならずやってくるのです！ そして、それは

神
かみ

様
さま

に感謝
かんしゃ

をささげる日
ひ

になるよ！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしも、色々
いろいろ

なできごと

を 心
こころ

にとめて、いつかその意味
い み

を知
し

る

日
ひ

に、あなたに感謝
かんしゃ

をささげます。



聖
せ い

書
し ょ

創世記
そ う せい き

39・19～23

テ ー マ ヨセフ②共
とも

におられる神
かみ

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

主
しゅ

がヨセフと共
とも

におられたから

である。主
しゅ

は彼
かれ

のなす事
こと

を栄
さか

えさ

せられた。 創世記
そ う せい き

39・23

目
も く

標
ひょう

どんな状 況
じょうきょう

の中
なか

でも神
かみ

が共
とも

に

おられることの幸
さいわ

いを知
し

る。

8 月 25 日（月）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

39・19

聖句
せ い く

主人
しゅじん

はその妻
つま

が「あなたのしもべは、

わたしにこんな事
こと

をした」と告
つ

げる

言葉
こ と ば

を聞
き

いて、激
はげ

しく怒
いか

った。19節
せつ

ヨセフは、エジプトの王様
おうさま

に仕
つか

えるポテパル

の家
いえ

の奴隷
ど れ い

になりました。神様
かみさま

がいつもヨセフ

を祝福
しゅくふく

してくれたので、信頼
しんらい

され、家
いえ

のすべ

てをまかされるようになりました。でも、ポテ

パルの奥
おく

さんはヨセフがかっこよかったので、

いつもゆうわくしてきました。ヨセフがポテパ

ルにも神様
かみさま

にも罪
つみ

をおかさないように逃
に

げた

ら、奥
おく

さんはウソをついてポテパルをはげしく

怒
おこ

らせてしまったのです。

神様
かみさま

は本当
ほんとう

のことをちゃんと知
し

っているよ！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、ポテパルの奥
おく

さんみたいに

ひどい人
ひと

がいても、ちゃんとあなたが

知
し

っていてくださるから感謝
かんしゃ

です。

8 月 24 日（日）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

39・23

聖句
せ い く

主
しゅ

がヨセフと共
とも

におられたからで

ある。主
しゅ

は彼
かれ

のなす事
こと

を栄
さか

えさせら

れた。 23節
せつ

神
かみ

様
さま

がいっしょなら、毎日
まいにち

なにがおきてもど

んなに心
こころ

強
づよ

いかわかるかな？

わたしたちは弱
よわ

くてまちがいの多
おお

い人間
にんげん

だ

から、しっぱいやこまったこともたくさん起
お

こ

すよね。そして「神
かみ

様
さま

はわたしとはいっしょに

はいてくれないよ！」なんて思
おも

ったりすること

もあるかもしれないね。

でもね、そんなときこそ、心
こころ

から神
かみ

様
さま

にた

より、祈
いの

り、自分
じ ぶ ん

から神
かみ

様
さま

に近
ちか

づくチャンスな

んだよ。神
かみ

様
さま

があなたといっしょにいて、あな

たのマイナスをプラスに変
か

えてくださるよ！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、つらいときやこまったとき

こそ、あなたがいっしょにいてわたしの

マイナスをプラスにしてください。

8 月 26 日（火）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

39・20

聖句
せ い く

ヨセフの主人
しゅじん

は彼
かれ

を捕
とら

えて、王
おう

の

囚人
しゅうじん

をつなぐ獄屋
ご く や

に投
な

げ入
い

れた。

20節
せつ

本当
ほんとう

なら、ヨセフは死刑
し け い

になるところだった

けれど、ポテパルはヨセフを死刑
し け い

にしないで、

つかまえられた人
ひと

たちが入
い

れられる場所
ば し ょ

に入
い

れたんだ。もしかしたら、ヨセフが悪
わる

いことを

する人間
にんげん

ではないって知
し

っていたのかも。

それでも、人間
にんげん

はいつ、だれの味方
み か た

につくか

わからないものだし、ガラッと態度
た い ど

を変
か

えてし

まうもの。そして、それをどうすることもでき

ないことだってあるね。

決
けっ

して変
か

わらないのは神様
かみさま

だけ！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、人間
にんげん

はいつか変
か

わってしま

うこと、どうにもできないこともあるこ

とを知
し

りました。ただいつも変
か

わらない

あなただけに信頼
しんらい

します。



8 月 27 日（水）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

39・21

聖句
せ い く

主
しゅ

はヨセフと共
とも

におられて彼
かれ

にい

つくしみを垂
た

れ、獄屋
ご く や

番
ばん

の恵
めぐ

みをう

けさせられた。 21節
せつ

お兄
にい

さんたちに売
う

られて奴隷
ど れ い

になったとき

も、こうしてポテパルの家
いえ

から獄屋
ご く や

に入
い

れられ

たときも、神様
かみさま

のヨセフへの態度
た い ど

は変
か

わること

がありませんでした。

こんなわたし、こんなときには、神様
かみさま

がいっ

しょにいてくれるはずがない、と思
おも

うのがわた

したち。でも、ちがうんだね。どんなに人
ひと

や

出来事
で き ご と

が変
か

わり、大切
たいせつ

なものを失
うしな

ったときで

もそばにいてくださる、それが神様
かみさま

なんだね。

その神様
かみさま

の前
まえ

で、あなたも変
か

わらないで歩
あゆ

ん

で行
い

くことがたいせつだね。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、ずっと変
か

わらないあなたの

前
まえ

で、わたしも変
か

わらないで生
い

きていけ

ますように。

8 月 29 日（金）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

39・23

聖句
せ い く

主
しゅ

は彼
かれ

のなす事
こと

を栄
さか

えさせられた。

23節
せつ

どうすればヨセフのように、どこにいても、

どんなときも成功
せいこう

できるんだろう？

聖書
せいしょ

はね、悪
わる

いことを計画
けいかく

したり、人
ひと

をばか

にするような友
とも

達
だち

といっしょにいたりしない

で、いつも神様
かみさま

の教
おし

えを心
こころ

に思
おも

いながら、喜
よろこ

んでしたがう人
ひと

が成功
せいこう

できるって言
い

ってるよ。

もし、辛
つら

いことがあって、今
いま

はどうなるかわ

からないときでも、見
み

ていてくださる神様
かみさま

の前
まえ

で、自分
じ ぶ ん

のやらないといけないことを一生
いっしょう

け

んめいしていこうね、ヨセフのように！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしも、どんなときも

自分
じ ぶ ん

にできることを一 生
いっしょう

けんめいして

いきます。あなたがいっしょにいてくだ

さるからです。

8 月 28 日（木）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

39・22～23

聖句
せ い く

獄屋
ご く や

番
ばん

は彼
かれ

の手
て

にゆだねた事
こと

は

いっさい顧
かえり

みなかった。 23節
せつ

獄屋
ご く や

に入
い

れられたヨセフを、神様
かみさま

が守
まも

り、

祝福
しゅくふく

してくださったので、フシギなことが起
お

きました。なんと、そこにつかまえられて入
い

れ

られている、すべての人
ひと

たちをまかせられたの

です！ ヨセフもきっとびっくりしたよね。

神様
かみさま

を信
しん

じて生
い

きるとき、あなたの生
い

き方
かた

や

考
かんが

え方
かた

が、神様
かみさま

に喜
よろこ

ばれるものになっていく

けれど、それって周
まわ

りの人
ひと

にも伝
つた

わるんだよ。

「ああ、この人
ひと

は信
しん

じられるな、すばらしい人
ひと

だな、なにかほかの人
ひと

とちがうな」そんな風
ふう

に

思
おも

ってもらえる神様
かみさま

の子
こ

どもでいたいね。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしも、あなたの子
こ

ども

であることがまわりの人
ひと

に伝
つた

わるくら

い変
か

えられていきますように。

8 月 30 日（土）
聖書
せ い し ょ

ローマ 5・3～5

聖句
せ い く

それだけではなく、患難
かんなん

をも喜
よろこ

ん

でいる。 3節
せつ

時代
じ だ い

がちがうけど、パウロという人
ひと

は、どん

な苦
くる

しみの中
なか

でも喜
よろこ

んでいるって言
い

いました。

それは、イエス様
さま

の命
いのち

を与
あた

えるほどに、わ

たしたちを愛
あい

してくださる神様
かみさま

が、もう永遠
えいえん

の

苦
くる

しみから救
すく

ってくださったと知
し

っているか

ら。そして、今
いま

、苦
くる

しみがあっても、自分
じ ぶ ん

の力

でがんばるのではなくて、神様
かみさま

を信頼
しんらい

するとき

に強
つよ

くされることがわかったから。

神様
かみさま

は、あなたにも同
おな

じ愛
あい

と力
ちから

をくださる

よ。そして、その約束
やくそく

はぜったい変
か

わらないよ。

神
かみ

様
さま

といっしょに、どんなときも歩
あゆ

むあなた

でいてくださいね。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、変
か

わらない約束
やくそく

をいただい

て、あなたと歩
あゆ

んでいきます。



聖
せ い

書
し ょ

創世記
そ う せい き

41・37～49

テ ー マ ヨセフ③聖霊
せいれい

に導
みちび

かれる生涯
しょうがい

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

われわれは神
かみ

の霊
れい

をもつこのよ

うな人
ひと

を、ほかに見
み

いだし得
え

よう

か。 創世記
そ う せい き

41・38

目
も く

標
ひょう

聖霊
せいれい

を宿
やど

し、聖霊
せいれい

に導
みちび

かれる

生涯
しょうがい

の幸
さいわ

いを覚
おぼ

える。

9 月 1 日（月）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

41・37

聖句
せ い く

この事
こと

はパロとそのすべての家来
け ら い

たちの目
め

にかなった。 37節
せつ

ヨセフの夢
ゆめ

を解
と

きあかす力
ちから

で、王
おう

様
さま

の夢
ゆめ

の

意味
い み

も、どうすれば良
よ

いかもわかったので、エ

ジプトの王
おう

様
さま

も家来
け ら い

たちもなっとくです！

わたしたちも、知
し

らない人
ひと

の前
まえ

に立
た

たされて

色々
いろいろ

と聞
き

かれることがあるでしょう。そういう

人
ひと

たちをなっとくさせる話
はなし

は、自分
じ ぶ ん

の力
ちから

では

できないね。でもね、神
かみ

様
さま

の霊
れい

をもらうなら、

神
かみ

様
さま

が聖書
せいしょ

の中
なか

からどう教
おし

え、どう導
みちび

いてく

ださるかはっきりとわかるようになるよ。

そして、それにしたがっていくときに知恵
ち え

や

勇気
ゆ う き

があふれだすよ！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、人
ひと

をなっとくさせるほどの

知恵
ち え

や勇気
ゆ う き

が、あなたの霊
れい

をいただいて

あふれ出
だ

しますように。

8 月 31 日（日）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

41・38

聖句
せ い く

われわれは神
かみ

の霊
れい

をもつこのよう

な人
ひと

を、ほかに見
み

いだし得
え

ようか。

38節
せつ

「あなたってすごいね！」と言
い

われて「エッ

ヘンそうでしょ～わたしってすごいの」と思
おも

う

のがふつうの人
ひと

。でも、「あなたの信
しん

じている

神
かみ

様
さま

ってすごいね！ あなたをそんなふうにし

てくれる神
かみ

様
さま

はほかにはいないね！」と言
い

われ

ることほど、神
かみ

様
さま

を信
しん

じている人
ひと

が言
い

われてう

れしいことはないよね！あなたの中
なか

に生
い

きて

働
はたら

いてくださる、神
かみ

様
さま

の霊
れい

を見
み

てほしいね。

そのために、神
かみ

様
さま

を信
しん

じていることや、神
かみ

様
さま

がしてくれたことを、だれかに伝
つた

えられるあな

たでいてくださいね。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、自分
じ ぶ ん

がほめられたときに、

あなたがくださるたくさんの祝 福
しゅくふく

をお

話
はなし

できる子
こ

どもにしてください。

9 月 2 日（火）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

41・39

聖句
せ い く

神
かみ

がこれを皆
みな

あなたに示
しめ

された。あ

なたのようにさとく賢
かしこ

い者
もの

はない。

39節
せつ

ヨセフは、自分
じ ぶ ん

の知恵
ち え

が神
かみ

様
さま

にもらったもの

だということをわかっていました。

そして、そのことをはっきりとまわりの人
ひと

に

も言
い

える人
ひと

でした。「これは自分
じ ぶ ん

の知恵
ち え

です」

なんて、エラそうに言
い

うことも出来
で き

たかもしれ

ないけれど、そうしなかったんだ。

神
かみ

様
さま

の霊
れい

をもらえる人
ひと

、その力
ちから

がはたらい

てくださる人
ひと

って、神
かみ

様
さま

の前
まえ

でいつも自分
じ ぶ ん

を低
ひく

くし、すなおにできる人
ひと

だよ。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、知恵
ち え

や 力
ちから

をくださるあな

たの前
まえ

に、エラそうにしない、すなおな

心
こころ

で過
す

ごすことができますように。



9 月 3 日（水）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

41・40～43

聖句
せ い く

わたしはあなたをエジプト全国
ぜんこく

の

つかさとする。 41節
せつ

とうとう、ヨセフはエジプトで 2番目
ば ん め

に偉
えら

い

人
ひと

になったのです。昨日
き の う

までは奴隷
ど れ い

、囚
しゅう

人
じん

だっ

たのに！ そんなことが起
お

きるなんて、ミラク

ル！ 神
かみ

様
さま

がしてくれたとしか言
い

えないね！

王
おう

様
さま

は、自分
じ ぶ ん

がヨセフをえらんだと思
おも

ってい

るかもしれないけれど、エジプトの王
おう

様
さま

の心
こころ

も動
うご

かすほどの神
かみ

様
さま

の力
ちから

が、働
はたら

いていたこと

を忘
わす

れてはいけないよね。

ヨセフがそうだったように、神
かみ

様
さま

の霊
れい

が、あ

なたをとおして、たくさんの人
ひと

の心
こころ

や考
かんが

えや

行
おこな

いを変
か

えていきますように。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、王
おう

様
さま

の 心
こころ

も動
うご

かすほどの

あなたの霊
れい

が、わたしをとおしても 働
はたら

いてくださいますように。

9 月 5 日（金）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

41・46

聖句
せ い く

ヨセフがエジプトの王
おう

パロの前
まえ

に

立
た

った時
とき

は三十歳
さんじゅっさい

であった。 46節
せつ

ヨセフは 17才
さい

のときにエジプトで奴隷
ど れ い

に

なったので、13年
ねん

もの間
あいだ

、苦
くる

しくて辛
つら

い生
せい

活
かつ

を

していたことになるね。

でも、最初
さいしょ

は自
じ

信
しん

たっぷりでお兄
にい

さんたちを

思
おも

いやることができない人
ひと

だったのに、奴隷
ど れ い

の

生活
せいかつ

の中
なか

で、人
ひと

のために働
はたら

くことや、人
ひと

を気
き

づ

かうこと、神
かみ

様
さま

がどんなときもいっしょにいて

くださることが心
こころ

からわかる人
ひと

にされたよ。

きっとその 13年
ねん

はヨセフがエジプトですば

らしい働
はたら

きができるようになるための訓練
くんれん

だったし、必要
ひつよう

な時間
じ か ん

だったんだね！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、苦
くる

しい時
じ

間
かん

も、未来
み ら い

のわた

しのために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

であることを教
おし

えてくださり感謝
かんしゃ

します。

9 月 4 日（木）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

41・44～45

聖句
せ い く

あなたの許
ゆる

しがなければエジプト

全国
ぜんこく

で、だれも手足
て あ し

を上
あ

げることは

できない 44節
せつ

王
おう

様
さま

がヨセフの中
なか

に、目
め

には見
み

えないけれど

生
い

きて働
はたら

く神
かみ

様
さま

の霊
れい

を見
み

たので、ヨセフには、

エジプトでの最高
さいこう

の権
けん

力
りょく

が与
あた

えられました。

そして、エジプト人
じん

の名前
な ま え

と、エジプト人
じん

の

地位
ち い

の高
たか

い家
いえ

から、お嫁
よめ

さんをもらいました。

こうして、ヨセフはエジプトの国
くに

中
じゅう

で仕事
し ご と

をするようになったのでした。だれもヨセフの

ことを、エジプト人
じん

が嫌
きら

っていたイスラエルの

羊飼
ひつじか

いだとは思
おも

いません。心配
しんぱい

せずに、神
かみ

様
さま

の

大
おお

きな守
まも

りの中
なか

で過
す

ごすことができたのです。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、ヨセフを守
まも

られたあなたの

大
おお

きな守
まも

りの中
なか

で、安心
あんしん

して過
す

ごせます

ように。

9 月 6 日（土）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

41・47～49

聖句
せ い く

ヨセフは穀物
こくもつ

を海
うみ

の砂
すな

のように、

非常
ひじょう

に多
おお

くたくわえ、量
はか

りきれなく

なったので、ついに量
はか

ることをやめ

た。 49節
せつ

ヨセフは、豊作
ほうさく

の 7年間
ねんかん

に、その後
あと

にくる 7年
ねん

の飢
き

きんのじゅんびをしました。畑
はたけ

はどこも

豊作
ほうさく

で、どの倉庫
そ う こ

もあふれるほどでした。飢
き

き

んが起
お

きてもだいじょうぶ！

もし、ヨセフに神
かみ

様
さま

の霊
れい

が働
はたら

いてくださら

なかったら、飢
き

きんのじゅんびができないだけ

でなく、エジプトの国
くに

は滅
ほろ

びていました。

それだけではなく、エジプトにたくわえた

作物
さくもつ

で、まわりの国
くに

、ヨセフの家族
か ぞ く

も救
すく

われる

ことになったのです。神
かみ

様
さま

の計画
けいかく

はすごいね！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたの知恵
ち え

や計画
けいかく

は人
にん

間
げん

にはないものです。あなたに 従
したが

って行
い

きます。



ラリー・デー

聖
せ い

書
し ょ

創世記
そ う せい き

45・1～15

テ ー マ ヨセフ④最善
さいぜん

に導
みちび

かれる神
かみ

暗 唱
あ ん し ょ う

聖 句
せ い く

それゆえわたしをここにつかわ

したのはあなたがたではなく、神
かみ

です。 創世記
そ う せい き

45・8

目
も く

標
ひょう

摂理
せ つ り

の御手
み て

で最善
さいぜん

に導
みちび

かれる

神
かみ

を信
しん

じる。

9 月 8 日（月）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

45・1～3

聖句
せ い く

わたしはヨセフです。 3節
せつ

ヨセフがたくさんの作物
さくもつ

をたくわえていた

ので、周
まわ

りの国
くに

の人
ひと

たちが作物
さくもつ

を買
か

いにエジプ

トに来
き

ました。その中
なか

に、ヨセフをエジプトに

売
う

ったお兄
にい

さんたちもいたのです。そういえば、

昔
むかし

見
み

た夢
ゆめ

のことがありましたね。お兄
にい

さんた

ちがヨセフにおじぎをするようになるって！

お兄
にい

さんたちも、ヨセフがエジプトで二番目
に ば ん め

に偉
えら

い人
ひと

になっていることを知
し

らなかったの

で、ヨセフが名前
な ま え

を言
い

ったとき、きっと恐
こわ

く

なったし、仕返
し か え

しされてもしかたないと思
おも

った

でしょうね。けれども、これが、神
かみ

様
さま

の用意
よ う い

さ

れた「時
とき

」だったのでした。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたが用意
よ う い

される「時
とき

」

があることを、わたしも信
しん

じます。

9 月 7 日（日）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

45・8

聖句
せ い く

それゆえわたしをここにつかわし

たのはあなたがたではなく、神
かみ

です。

8節
せつ

運命
うんめい

ってわかる？ 自分
じ ぶ ん

の力
ちから

で変
か

えること

ができない人生
じんせい

の道
みち

のこと。なにか悪
わる

いことが

起
お

きても、運命
うんめい

だからしかたないやってあきら

める人生
じんせい

だね。でも、ヨセフの人生
じんせい

は運命
うんめい

の

人生
じんせい

ではなく、神
かみ

様
さま

の摂理
せ つ り

を信
しん

じる人生
じんせい

なん

だ！

それは、神
かみ

様
さま

が、わたしたちの命
いのち

もすべて

のことも支配
し は い

していて、ご計画
けいかく

の中
なか

で生
い

かして

くださると信
しん

じる人生
じんせい

のことだよ。どんなこと

が起
お

こっても、神
かみ

様
さま

が一番
いちばん

良
よ

いようにしてくだ

さると信
しん

じられる人生
じんせい

を生
い

きていきたいね。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしも、あなたの摂理
せ つ り

を

信
しん

じる人生
じんせい

を生
い

きたいです。

9 月 9 日（火）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

45・4～5

聖句
せ い く

神
かみ

は命
いのち

を救
すく

うために、あなたがた

よりさきにわたしをつかわされたの

です。 5節
せつ

お兄
にい

さんたちにエジプトに売
う

られたヨセフ。

でも、もう怒
おこ

っていませんでした。ヨセフには、

その意味
い み

が神
かみ

様
さま

のご計画
けいかく

だったことを、はっき

りと分
わ

かっていたからです。

若
わか

いときのヨセフにはわからなかっただろ

うね。でも、長
なが

い時間
じ か ん

の中
なか

で、神
かみ

様
さま

がヨセフを

かしこく成長
せいちょう

させてくれました。そして神
かみ

様
さま

は、お兄
にい

さんたちも、お父
とう

さんや兄
きょう

弟
だい

のこと

を大切
たいせつ

に思
おも

う人間
にんげん

に成長
せいちょう

させてくださってい

ました。

あなたにも神
かみ

様
さま

のご計画
けいかく

があるんだよ！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしも、はっきりとあな

たのご計画
けいかく

の意味
い み

がわかるように、かし

こく成 長
せいちょう

させてください。



9 月 10 日（水）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

45・6～7

聖句
せ い く

神
かみ

は、あなたがたのすえを地
ち

に残
のこ

す

ため、また大
おお

いなる救
すく

いをもってあ

なたがたの命
いのち

を助
たす

けるために、わた

しをあなたがたよりさきにつかわさ

れたのです。 7節
せつ

神
かみ

様
さま

は命
いのち

を救
すく

わせる神
かみ

様
さま

ですね。

まだこのときは、エジプトとヨセフの家族
か ぞ く

だ

けが飢
き

きんから救
すく

われているように見
み

えるけ

れど、ここからイスラエルの国
くに

ができ、イエス

様
さま

の生
う

まれる時代
じ だ い

へとつながっていくのです。

そう考
かんが

えていくと、神
かみ

様
さま

のご計画
けいかく

はなんて

大
おお

きいんだろうね！ この、罪
つみ

だらけの世界
せ か い

の

中
なか

で、イエス様
さま

を信
しん

じるわたしたちには永遠
えいえん

の

救
すく

い、永遠
えいえん

の命
いのち

があるのだから！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、 命
いのち

を救
すく

われるあなたの

計画
けいかく

がわたしのところにもとどいてい

ることを感謝
かんしゃ

します。

9 月 12 日（金）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

45・9～13

聖句
せ い く

神
かみ

がわたしをエジプト全
ぜん

国
こく

の主
しゅ

と

されたから、ためらわずにわたしの

所
ところ

へ下
くだ

ってきなさい。 9節
せつ

人間
にんげん

は、なんでもできる力
ちから

やお金
かね

があると、

それを自分
じ ぶ ん

だけで手
て

に入
い

れたような気
き

もちに

なってしまうね。でも、ヨセフは自分
じ ぶ ん

が偉
えら

いこ

とも、力
ちから

があることも、自分
じ ぶ ん

で手
て

に入
い

れたと

か、自分
じ ぶ ん

の自由
じ ゆ う

にしようとは思
おも

っていないね。

だれかを助
たす

けるために使
つか

ってるよね。

もし、あなたに力
ちから

や知
ち

恵
え

や宝
たから

ものがあるな

ら、神
かみ

様
さま

にいただいていることを感謝
かんしゃ

して、

困
こま

っている人
ひと

を助
たす

けるために使
つか

ってください

ね。

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、力
ちから

や 宝
たから

ものはあなたから

いただいたものです。だれかのために

役立
や く だ

てられる子
こ

どもにしてください。

9 月 11 日（木）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

45・8

聖句
せ い く

それゆえわたしをここにつかわし

たのはあなたがたではなく、神
かみ

です。

8節
せつ

あなたは、お友
とも

だちやだれかに傷
きず

つけられ、

苦
くる

しめられるとき、どんなことを考
かんが

える？

傷
きず

つけた人
ひと

のことを心
こころ

の中
なか

できらったり、

せめたり、どこかに行
い

け！って思
おも

いますか？

そんなときはヨセフのことを思
おも

いだしてく

ださい。ヨセフは自分
じ ぶ ん

の目
め

ではなく、神
かみ

様
さま

の目
め

で人
ひと

やできごとを見
み

ていますよ。

あなたを苦
くる

しめる人
ひと

が神
かみ

様
さま

に救
すく

われるよう

に、神
かみ

様
さま

は今日
き ょ う

もあなたをつかわしておられる

ことをわすれないでね！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしも、自分
じ ぶ ん

の目
め

では

なくあなたの目
め

で見
み

ることができます

ように。だれかが救
すく

われるためにわたし

をつかわしてください。

9 月 13 日（土）
聖書
せ い し ょ

創世記
そ う せい き

45・14～15

聖句
せ い く

ヨセフはすべての兄
きょう

弟
だい

たちに口
くち

づ

けし、彼
かれ

らを抱
だ

いて泣
な

いた。そして後
のち

、

兄
きょう

弟
だい

たちは彼
かれ

と語
かた

った。 15節
せつ

お金
かね

も知
ち

恵
え

も力
ちから

も持
も

っているヨセフだった

けれど、きっとこのときまでは心
こころ

にポカーン

と大
おお

きな穴
あな

が開
あ

いていたんじゃないかなあ？

昔
むかし

はお兄
にい

さんたちを思
おも

いやれなかったヨセ

フ、ヨセフをきらいだったお兄
にい

さんたち。

神
かみ

様
さま

は、長
なが

い長
なが

い苦
くる

しみやできごとの中
なか

で、

兄
きょう

弟
だい

どうしの悪
わる

い関係
かんけい

を良
よ

いものに変
か

えて、

本物
ほんもの

のなかなおりをさせてくださったよ。

神
かみ

様
さま

といっしょに歩
あゆ

むなら、わたしたちにも

こんな日
ひ

がくるね！

祈
い の

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしもあなたといっしょ

に歩
あゆ

んで、どんな人
ひと

とでも良
よ

い関
かん

係
けい

に

なっていけますように。



聖
せ い

書
しょ

マタイ 9・１～8

テ ー マ 罪
つみ

を赦
ゆる

すお方
かた

暗唱
あんしょう

聖句
せ い く

子
こ

よ、しっかりしなさい。あな

たの罪
つみ

はゆるされたのだ。

マタイ 9・2

目
もく

標
ひょう

あらゆる祝福
しゅくふく

に先
さき

だって、罪
つみ

の

赦
ゆる

しの恵
めぐ

みを受
う

け取
と

る。

9 月 15 日（月）
聖書
せいしょ

マタイ 9・１～8

聖句
せ い く

人
ひと

の子
こ

は地上
ち じ ょ う

で罪
つみ

をゆるす権威
け ん い

を

もっていることが、あなたがたにわ

かるために。 6節
せつ

「そんなーっ!? 罪
つみ

をゆるせるのは神
かみ

しかい

ないはずだ、この人
ひと

は神
かみ

を汚
けが

している」と、律法
りっぽう

学
がく

者
しゃ

たちは心
こころ

の中
なか

でぶつぶつ言
い

ったのです。

それをイエス様
さま

はちゃんと見抜
み ぬ

いておられま

した。そして今度
こ ん ど

は、中風
ちゅうぶ

の人
ひと

に、「起
お

きよ、床
とこ

を取
と

り上
あ

げて家
いえ

に帰
かえ

れ」と言
い

われました。する

とどうでしょう!彼
かれ

は起
お

きあがって家
いえ

に帰
かえ

って

行
い

ったのです。病気
びょうき

をいやす力
ちから

も罪
つみ

をゆるす

力
ちから

もみんなイエス様
さま

は持
も

っておられるお方
かた

で

す。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、病気
びょうき

がなおることよりも、罪
つみ

がゆるされて、滅
ほろ

びから救
すく

われるという

ことが大切
たいせつ

だとわかります。

9 月 14 日（日）
聖書
せいしょ

マタイ 9・１～8

聖句
せ い く

子
こ

よ、しっかりしなさい。あなたの

罪
つみ

はゆるされたのだ。 2節
せつ

中風
ちゅうぶ

という病気
びょうき

を知
し

っていますか？ 手
て

や足
あし

が痛
いた

くてふるえる病気
びょうき

です。友
とも

だちはその中風
ちゅうぶ

で苦
くる

しんでいる人
ひと

を床
とこ

の上
うえ

に寝
ね

かせたままでイ

エス様
さま

のみもとに運
はこ

んできました。イエス様
さま

は

その友人
ゆうじん

たちの信仰
しんこう

を見
み

て、中風
ちゅうぶ

の人
ひと

にむかっ

て言
い

われました、「子
こ

よ、しっかりしなさい。あ

なたの罪
つみ

はゆるされたのだ」と！ えっ!? 罪
つみ

が

ゆるされたですって!?と、本人
ほんにん

もみんなも思
おも

っ

たでしょう。病気
びょうき

より罪
つみ

がゆるされる方
ほう

が大事
だ い じ

なのです。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、病気
びょうき

になった時
とき

、もしかし

てあなたにそむくような罪
つみ

を犯
おか

していな

いか 考
かんが

えてみることにします。

9 月 16 日（火）
聖書
せいしょ

イザヤ 43・22～28

聖句
せ い く

わたしこそ、わたし自身
じ し ん

のためにあ

なたのとがを消
け

す者
もの

である。わたしは、

あなたの罪
つみ

を心
こころ

にとめない。 25節
せつ

神様
かみさま

は、どんなにかわたしたちの罪
つみ

やとがを

ゆるしたい、きよめたいと願
ねが

っていらっしゃる

かが旧
きゅう

約
やく

聖
せい

書
しょ

の中
なか

にもいくつも記
しる

されていま

す。ご自
じ

分
ぶん

の愛
あい

する民
たみ

イスラエルのために、い

え、それは神
かみ

様
さま

自身
じ し ん

のためだと言
い

われます。「と

がを消
け

す」黒
こく

板
ばん

消
け

しで、サーッとぬぐうと、何
なに

が

書
か

かれていたのかわからなくなります。そのよ

うに私
わたし

のとがやあやまちを消
け

し去
さ

ってくださ

り、罪
つみ

を心
こころ

にとめないと言
い

ってくださいます。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、罪
つみ

ほど 心
こころ

を苦
くる

しめるものは

ないのに、それを消
け

し去
さ

り、心
こころ

にとめな

いと言
い

ってくださって感謝
かんしゃ

します。



9 月 17 日（水）
聖書
せいしょ

イザヤ 44・21～23

聖句
せ い く

わたしはあなたのとがを雲
くも

のように

吹
ふ

き払
はら

い、あなたの罪
つみ

を霧
きり

のように

消
け

した。 22節
せつ

青
あお

い空
そら

に浮
う

かぶ白
しろ

い雲
くも

、時
とき

には灰
はい

色
いろ

の雲
くも

や、

黒
くろ

っぽい雲
くも

。ずっとそこにいるように見
み

えるの

もあれば、急
いそ

ぎ足
あし

で飛
と

んでいってしまうものも

あります。そんな雲
くも

のように、神
かみ

様
さま

が私
わたし

のと

がを吹
ふ

き払
はら

って、どこに行
い

ったのか見
み

えなくし

てくださる！霧
きり

はめったに見
み

えないかもしれ

ませんが、もやーっとかかる霧
きり

がサーッと晴
は

れ

てなくなってしまうように、私
わたし

の罪
つみ

もサーッ

とかき消
け

してどこに行
い

ったかわからなくして

くださいます。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたが 私
わたし

のとがを雲
くも

のよ

うに吹
ふ

き払
はら

い、罪
つみ

を霧
きり

のように消
け

して晴
は

れやかな 心
こころ

にしてくださり感
かん

謝
しゃ

です。

9 月 19 日（金）
聖書
せいしょ

Ⅰヨハネ 1・5～7

聖句
せ い く

御子
み こ

イエスの血
ち

が、すべての罪
つみ

から

わたしたちをきよめるのである。7節
せつ

わたしたちのどうしようもない罪
つみ

がゆるさ

れるたった一
ひと

つのわけがここにあります。罪
つみ

を

犯
おか

す人
ひと

は必
かなら

ず死
し

ななければならないのです。

昔
むかし

は羊
ひつじ

や山羊
や ぎ

の上
うえ

に自分
じ ぶ ん

の罪
つみ

をかぶせて、そ

の動
どう

物
ぶつ

を殺
ころ

して血
ち

を流
なが

しました。今
いま

、私
わたし

たち

のためにイエス様
さま

が十字架
じ ゅ うじ か

で死
し

に、血
ち

を流
なが

して

くださいました。一
ひと

つの罪
つみ

も犯
おか

されなかったイ

エス様
さま

の清
きよ

い血
ち

が流
なが

されて、私
わたし

の身
み

代
が

わりと

信
しん

じるなら、すべての罪
つみ

からきよめられるので

す。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、ほんとうに「すべての罪
つみ

」

から 私
わたし

をきよめてくださるイエス様
さま

の

血
ち

の 力
ちから

を覚
おぼ

え、 光
ひかり

の中
なか

を歩
あゆ

みます。

9 月 18 日（木）
聖書
せいしょ

エレミヤ 31・31～34

聖句
せ い く

わたしは彼
かれ

らの不義
ふ ぎ

をゆるし、もは

やその罪
つみ

を思
おも

わない。 34節
せつ

犯
おか

してしまった罪
つみ

を忘
わす

れさせないで何
なん

度
ど

も思
おも

い出
だ

させては、私
わたし

たちを苦
くる

しめるのは悪
あく

魔
ま

です。

「あれ、やっただろう!」って、訴
うった

えてくるの

です。でも神様
かみさま

はちがいます。「わたしはゆるし

ますよ、そして、もうその罪
つみ

については思
おも

わな

いことにしています」って！ 神
かみ

様
さま

が、心
こころ

にと

めなかったり、忘
わす

れたり、思
おも

わないなんてでき

るのでしょうか？ できるのです。神
かみ

様
さま

がご自
じ

分
ぶん

でそうおっしゃっておられるのですから！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、罪
つみ

を罰
ばっ

することのできる

たったひとりのあなたがゆるしてくださ

り、忘
わす

れてくださるとは恵
めぐ

みです。

9 月 20 日（土）
聖書
せいしょ

Ⅰヨハネ 1・8～10

聖句
せ い く

もし、わたしたちが自分
じ ぶ ん

の罪
つみ

を告白
こくはく

するならば、神
かみ

は真実
しんじつ

で正
ただ

しいかた

であるから、その罪
つみ

をゆるし、すべ

ての不義
ふ ぎ

からわたしたちをきよめて

下
くだ

さる。 9節
せつ

ですから！ 何
なに

よりもまず一
いち

番
ばん

に、私
わたし

たちは

罪
つみ

をゆるしていただくことを求
もと

めていきましょ

う。病
びょう

気
き

がなおっても、罪
つみ

がゆるされていない

なら、それはついには永遠
えいえん

の滅
ほろ

びにいたる病気
びょうき

なのです。どうしますか？「自分
じ ぶ ん

の罪
つみ

を告白
こくはく

す

る」のです。「言
い

いあらわして、お祈
いの

りする」の

です。キャンプでした人
ひと

もありますか。牧
ぼく

師
し

先
せん

生
せい

にお話
はなし

して罪
つみ

を告
こく

白
はく

して、ゆるしきよめてもら

いましょう。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

の 十
じゅう

字
じ

架
か

を 私
わたし

の罪
つみ

の刑
けい

罰
ばつ

の身
み

代
が

わりと信
しん

じ、罪
つみ

を告
こく

白
はく

します

ので、ゆるしきよめてください。



聖
せ い

書
しょ

マタイ 10・1～16

テ ー マ 弟子
で し

たちの派遣
は け ん

暗唱
あんしょう

聖句
せ い く

わたしがあなたがたをつかわす

のは、羊
ひつじ

をおおかみの中
なか

に送
おく

るよ

うなものである。マタイ 10・16

目
もく

標
ひょう

主
しゅ

に遣
つか

わされた者
もの

として生
い

きる

者
もの

となる。

9 月 22 日（月）
聖書
せいしょ

マタイ 10・5～7

聖句
せ い く

行
い

って、「天国
てんごく

が近
ちか

づいた」と宣
の

べ伝
つた

えよ。 7節
せつ

イエス様
さま

が弟子
で し

たちを選
えら

ばれたのは、彼
かれ

らが

たくさんの人々
ひとびと

に仕
つか

えるためでした。弟子
で し

たち

をつかわされる時
とき

、大切
たいせつ

なお話
はなし

をなさいました。

「人々
ひとびと

のところに行
い

ったら、『天国
てんごく

が近
ちか

づい

た！』と伝
つた

えなさい」。天国
てんごく

が近
ちか

づいた、とい

うのは、「罪
つみ

を悔
く

いあらためて、神
かみ

様
さま

を信
しん

じな

さい。神様
かみさま

を心
こころ

におむかえしなさい」という

意味
い み

があります。

どんな良
よ

いことをしてあげるよりも、神様
かみさま

の

ことを伝
つた

えることが、いちばん良
よ

いことなので

す。いつでも、どこに行
い

くときも、「神様
かみさま

のこ

とを教
おし

えてあげたいな」と心
こころ

に思
おも

いながら、

チャンスを見
み

つけて伝
つた

えたいですね！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、神様
かみさま

を伝
つた

えるチャンスを、た

くさん与
あた

えてください。

9 月 21 日（日）
聖書
せいしょ

マタイ 10・1～4

聖句
せ い く

イエスは十二
じゅうに

弟子
で し

を呼
よ

び寄
よ

せて、汚
けが

れた霊
れい

を追
お

い出
だ

し、あらゆる病気
びょうき

、あ

らゆるわずらいをいやす権威
け ん い

をお授
さず

けになった。 1節
せつ

今週
こんしゅう

は、イエス様
さま

が 12人
にん

の弟子
で し

たちを選
えら

ば

れ、つかわされる場面
ば め ん

です。ペテロ、アンデレ、

ヤコブ…、みなさんは 12人
にん

の名前
な ま え

を知
し

っていま

すか？この 12人
にん

、性格
せいかく

も、考
かん

え方
かた

も、できるこ

とも、み～んなバラバラ。はて、これでいっしょ

にやっていけるのかしら…。

でも、これがイエス様
さま

の選
えら

びかた。わたした

ちは、この人
ひと

がいい! あの人
ひと

はダメ…と自分
じ ぶ ん

の

都合
つ ご う

で選
えら

んでしまいがち。でも、イエス様
さま

は違
ちが

い

ます。イエス様
さま

にとっては、み～んな必要
ひつよう

な

一人一人
ひ と り ひ と り

。あなたも選
えら

ばれている一人
ひ と り

ですよ。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様が、わたしのことも

選
えら

んでくださったことを感謝
かんしゃ

します。

9 月 23 日（火）
聖書
せいしょ

マタイ 10・9～10

聖句
せ い く

財布
さ い ふ

の中
なか

に、金
きん

、銀
ぎん

または銭
ぜに

を入
い

れて

行
い

くな。 9節
せつ

次
つぎ

にイエス様
さま

は、「旅
たび

には、お金
かね

は持
も

ってい

かないこと。袋
ふくろ

も、着
き

がえも、靴
くつ

も、杖
つえ

も、持
も

っ

ていかないこと」と弟子
で し

たちに言
い

われました。

つかわされたら、しばらく帰
かえ

ってこられません。

それなのに、どうしてイエス様
さま

はこう言
い

われた

のかな？

それは、弟子
で し

たちが、目
め

に見
み

えるお金
かね

や物
もの

に頼
たよ

らないで、神様
かみさま

だけに頼
たよ

るためでした。お金
かね

や物
もの

が必要
ひつよう

な時
とき

は、神様
かみさま

が与
あた

えてくれる！と信
しん

じる

ためでした。わたしたちも、遣
つか

わされる時
とき

は神
かみ

様
さま

だけを頼
たよ

って祈
いの

りましょう。それがいちばん安
あん

全
ぜん

、安心
あんしん

。あなたに必要
ひつよう

なものをいちばん知
し

っ

ておられるのは、神
かみ

様
さま

なんですから。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしに必要
ひつよう

なものは、あ

なたが与
あた

えてくださると信
しん

じます。



9 月 24 日（水）
聖書
せいしょ

マタイ 10・11～12

聖句
せ い く

その家
いえ

にはいったなら、平安
へいあん

を祈
いの

っ

てあげなさい。 12節
せつ

弟子
で し

たちは、つかわされた町
まち

では、町
まち

の誰
だれ

か

の家
いえ

に泊
と

まることになりました。イエス様
さま

は、

「その家
いえ

のために、平安
へいあん

を祈
いの

ってあげなさい」

と言
い

われました。

「神様
かみさま

からの平安
へいあん

がありますように！」と

人々
ひとびと

のために祈
いの

る。これは大切
たいせつ

な使命
し め い

です。

人間
にんげん

は誰
だれ

でも、心
こころ

に平安
へいあん

がほしいのです。不安
ふ あ ん

が良
よ

い人
ひと

なんていません。わたしたちは、神様
かみさま

がいつもいっしょだと知
し

っているし、天国
てんごく

があ

ることも知
し

っています。これは決
けっ

して無
な

くなら

ない､本当
ほんとう

の平安
へいあん

。でも、神様
かみさま

を信
しん

じていない人
ひと

は、この平安
へいあん

がありません。人々
ひとびと

の平安
へいあん

を祈
いの

る

ために、イエス様
さま

があなたをつかわされます！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、わたしの周
まわ

りにいる人々
ひとびと

が、

本当
ほんとう

の平安
へいあん

を持
も

つことができますように。

9 月 26 日（金）
聖書
せいしょ

マタイ 10・16

聖句
せ い く

わたしがあなたがたをつかわすのは、

羊
ひつじ

をおおかみの中
なか

に送
おく

るようなもので

ある。 16節
せつ

羊
ひつじ

をおおかみの中
なか

に送
おく

ったら…、襲
おそ

われて食
た

べられてしまいますね！まるで、おおかみの群
む

れが羊
ひつじ

をねらうように、いろんな人
ひと

に神様
かみさま

を信
しん

じることを反対
はんたい

されたり、邪魔
じ ゃ ま

をされることが

あります。平和
へ い わ

でな～んにもない、ということ

はないのです。「そんなのいや…」と思
おも

います

が、イエス様
さま

はハッキリとそう言
い

われました。

でも､覚
おぼ

えていてください｡イエス様
さま

の本当
ほんとう

の弟子
で し

は､反対
はんたい

や邪魔
じ ゃ ま

をされるのです｡それが

イエス様
さま

の弟子
で し

の姿
すがた

。あなたが落
お

ちこまないよ

うに､イエス様
さま

は最初
さいしょ

に教
おし

えてくださったので

す｡

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、邪魔
じ ゃ ま

や反対
はんたい

をされた時
とき

は、

このイエス様
さま

のみことばを思
おも

い出
だ

せます

ように。

9 月 25（木）
聖書
せいしょ

マタイ 10・13～15

聖句
せ い く

その平安
へいあん

はあなたがたに帰
かえ

って来
く

る

であろう。 13節
せつ

つかわされた弟子
で し

たちが、神様
かみさま

を伝
つた

えるため

にせっかく町
まち

に入
はい

っても、お話
はなし

を聞
き

こうとしな

い人々
ひとびと

がいました。「うちには来
こ

ないで！」と家
いえ

に入
い

れてくれない人々
ひとびと

もいました。

それは、いつの時代
じ だ い

でも同
おな

じこと。わたした

ちの周
まわ

りにも、「神様
かみさま

の話
はなし

なんて聞
き

かなくてい

いよ」と思
おも

っている人々
ひとびと

はいます。でも、神様
かみさま

の

ことを伝
つた

えて無駄
む だ

になることはないんです。伝
つた

えたぶん、神様
かみさま

からの恵
めぐ

みと平安
へいあん

が、あなたに

ド～ンと帰
かえ

ってくるのです！ 「断
ことわ

られたら意
い

味
み

がないよ…」とガッカリしないでください。

このイエス様
さま

の言葉
こ と ば

を思
おも

い出
だ

して、伝
つた

えつづけ

ていきましょう！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、あなたのことを伝
つた

えたら、恵
めぐ

みと平安
へいあん

が帰
かえ

ってくることを信
しん

じます。

9 月 27 日（土）
聖書
せいしょ

マタイ 10・1～16

聖句
せ い く

だから、へびのように賢
かしこ

く、はとの

ように素直
す な お

であれ。 16節
せつ

へびのように賢
かしこ

く？ はとのように素直
す な お

とは

なんでしょう？ それは、神様
かみさま

のみ言葉
こ と ば

に従
したが

う

賢
かしこ

さと、神様
かみさま

を信
しん

じつづける素直
す な お

さをもつこと。

それが、本当
ほんとう

に賢
かしこ

く素直
す な お

な人
ひと

なのです。

神様
かみさま

のことを伝
つた

えるために、つかわされてい

くわたしたち。家族
か ぞ く

のところ、学校
がっこう

や近所
きんじょ

のお友
とも

だちのところ、あなたが行
い

くところすべては、

つかわされている場所
ば し ょ

。あなたしか行
い

くことの

できない場所
ば し ょ

に、イエス様
さま

がつかわされます。

イエス様
さま

の言
い

われた賢
かしこ

さと素直
す な お

さがあれば、ど

んな場所
ば し ょ

につかわされても、きっと乗
の

りこえて

行
い

くことができます！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、つかわされた場所
ば し ょ

で、あな

たのみ言葉
こ と ば

に 従
したが

い、あなたを素直
す な お

に信
しん

じ

つづけることができますように。



聖
せ い

書
しょ

マタイ 14・13～21

テ ー マ 祝福
しゅくふく

される献
ささ

げ物
もの

暗唱
あんしょう

聖句
せ い く

パンくずの残
のこ

りを集
あつ

めると、

十二
じゅうに

のかごにいっぱいになっ

た。 マタイ 14・20

目
もく

標
ひょう

所
しょ

有
ゆう

する物
もの

、また自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

を、

神
かみ

に献
ささ

げる。

9 月 29 日（月）
聖書
せいしょ

マタイ 14・13～1

聖句
せ い く

イエスはこのことを聞
き

くと、舟
ふね

に

乗
の

ってそこを去
さ

り、自分
じ ぶ ん

ひとりで寂
さび

しい所
ところ

へ行
い

かれた。 13節
せつ

「このこと」というのは、バプテスマのヨハ

ネさんが獄
ごく

の中
なか

で首
くび

を切
き

られて死
し

んだという

ことでした。イエス様
さま

はとても悲
かな

しまれ、ひと

り静
しず

かに神様
かみさま

にお祈
いの

りに行
い

かれたのですね。

私
わたし

たちも心
こころ

が痛
いた

くなる時
とき

には神様
かみさま

のところ

に行
い

って静
しず

まりましょう。しかし、人々
ひとびと

はイエ

ス様
さま

の所
ところ

に歩
ある

いてあとを追
お

いかけてきまし

た！ それほどにもイエス様
さま

のお話
はな

が聞
き

きた

かったのです。さぁ、私
わたし

たちは？ 教会
きょうかい

学校
がっこう

で

しっかり聞
き

こうね。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

のあとを追
お

いかけて

までお 話
はなし

を聞
き

きにきた人々
ひとびと

のように、私
わたし

もしっかり聞
き

きたいです。

9 月 28 日（日）
聖書
せいしょ

マタイ 14･13～21

聖句
せ い く

パンくずの残
のこ

りを集
あつ

めると、十
じゅう

二
に

のかごにいっぱいになった。 20節
せつ

そこには、イエス様
さま

のお話
はなし

が聞
き

きたくて

やってきていた大
おお

勢
ぜい

の人
ひと

がいました。男
おとこ

の人
ひと

だけでも五
ご

千
せん

人
にん

！ 女
おんな

の人
ひと

や子
こ

どもたちを入
い

れると一万人
いちまんにん

はゆうに超
こ

えていました。食
た

べ物
もの

はと言
い

えば、パン五
いつ

つと魚
うお

二
に

ひき。えー?! そ

れじゃどうにもならないでしょ。ところがです。

イエス様
さま

にお献
ささ

げしたら、イエス様
さま

の感謝
かんしゃ

のお

祈
いの

りで、パンと魚
うお

は弟
で

子
し

たちの手
て

で配
くば

られ、な、

なんと！ 食
た

べこぼしたパンくずが十二
じゅうに

のかご

いっぱい！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、どんな小
ちい

さなわずかなもの

もイエス様
さま

の御手
み て

にさし出
だ

すと、すばら

しく奇跡的
きせきてき

に用
もち

いられ感謝
かんしゃ

です。

9 月 30 日（火）
聖書
せいしょ

マタイ 14・15～17

聖句
せ い く

わたしたちはここに、パン五
いつ

つと魚
うお

二
に

ひきしか持
も

っていません。 17節
せつ

夕方
ゆうがた

になり、人々
ひとびと

の心
こころ

と 魂
たましい

は、イエス様
さま

の

お話
はなし

で満
み

たされましたが、お腹
なか

がすいてきま

した！ 弟子
で し

たちが「もう解散
かいさん

させて、それぞ

れ食
た

べ物
もの

を買
か

いに行
い

かせましょう」と言
い

うと、

「いや、あなたがたの手
て

で食物
しょくもつ

をやりなさい」

と言
い

われます。弟子
で し

たちは、「エーッ！イエス

様
さま

、ここにはパン五
いつ

つと魚
うお

二
に

ひきしかありませ

ん」と言
い

います。実
じつ

はそれは、小
ちい

さな少
しょう

年
ねん

の、

その日
ひ

のお弁
べん

当
とう

でした（ヨハネ 6・9）。どうな

る！？

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、その時
とき

の弟子
で し

たちや少 年
しょうねん

の

ように、私
わたし

も小
ちい

さい物
もの

しか持
も

っていませ

ん。でもお献
ささ

げしていきます。



10 月 1 日（水）
聖書
せいしょ

マタイ 14・18～19

聖句
せ い く

イエスは言
い

われた、「それをここに

持
も

ってきなさい」。 18節
せつ

イエス様
さま

が、「それをここに持
も

ってきなさ

い」と言
い

われます。あなただったらどうする？

「いやだ！ これはね、ボクのお弁当
べんとう

なんだか

ら、ダーメ！」って言
い

う？ この子
こ

どもも弟
で

子
し

た

ちも、「ハイ」と素直
す な お

にイエス様
さま

にさし出
だ

した

のです。「草
くさ

の上
うえ

にすわりなさい」と人々
ひとびと

に言
い

い、パンと魚
うお

を手
て

のひらにのせ、天
てん

を仰
あお

いで祝
しゅく

福
ふく

し、パンをさいて弟子
で し

たちに渡
わた

すと、弟子
で し

た

ちはそれを人々
ひとびと

に与
あた

えました。どんどんどんど

んとね！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、何
なん

という 心
こころ

暖
あたた

まるイエス

様
さま

の愛
あい

のみわざでしょう！イエス様
さま

の手
て

にのると 祝
しゅく

福
ふく

され用
もち

いられるのですね。

10 月 3 日（金）
聖書
せいしょ

マタイ 14・20～21

聖句
せ い く

食
た

べた者
もの

は、女
おんな

と子供
こ ど も

とを除
のぞ

いて、

おおよそ五千人
ご せ んに ん

であった。 21節
せつ

考
かんが

えれば考
かんが

えるほど、なんてスゴイ奇跡
き せ き

だ

と思
おも

いませんか！ きっと、一番
いちばん

オドロイテ、

カンゲキの頂点
ちょうてん

にいたのは、そのお弁
べん

当
とう

をイ

エス様
さま

におささげした少年
しょうねん

だったにちがいあ

りませんね！ 何
なに

しろ、そんな大勢
おおぜい

の人々
ひとびと

に、

あの恥
は

ずかしいような大麦
おおむぎ

のパン五
いつ

つと小
ちい

さ

な魚
うお

二
に

ひきとが届
とど

けられて、名前
な ま え

も顔
かお

も全
ぜん

然
ぜん

知
し

らないような人
ひと

たちがみんな『満足
まんぞく

』するほど

食
た

べたのですから。小
ちい

さい私
わたし

も小
ちい

さい物
もの

もお

献
ささ

げしたいね！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

の手
て

にお献
ささ

げする

時
とき

、その祝 福
しゅくふく

は知
し

らない人々
ひとびと

にさえ届
とど

く

なんて、本
ほん

当
とう

に嬉
うれ

しいです。

10 月 2 日（木）
聖書
せいしょ

マタイ 14・19～21

聖句
せ い く

みんなの者
もの

は食
た

べて満
まん

腹
ぷく

した。20節
せつ

「みんなの者
もの

」って、何人
なんにん

いましたっけ？ 男
おとこ

の人
ひと

だけでも五千人
ご せ んに ん

です。女
おんな

の人
ひと

や子
こ

どもを

入
い

れると一
いち

万
まん

人
にん

を超
こ

えた人
ひと

たちです。そんな

大群衆
だいぐんしゅう

でしたよ。そのみんなの者
もの

が「食
た

べて満
まん

腹
ぷく

した」のでした!! たったの五
いつ

つのパンと、

たったの二
に

ひきの魚
うお

でですよ！ 信
しん

じられなー

い！ と思
おも

うようなすごい奇跡
き せ き

のみわざでした。

そういうわけでこの人々
ひとびと

は、イエス様
さま

のお話
はなし

で心
こころ

も満足
まんぞく

、イエス様
さま

の奇跡
き せ き

でお腹
なか

もいっぱ

いになりました。

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

と共
とも

にいることは

素
す

晴
ば

らしいことです。心
こころ

もお腹
なか

も満
み

たさ

れます。ずーっと一緒
いっしょ

にいます。

10 月 4 日（土）
聖書
せいしょ

マタイ 14・20～21

聖句
せ い く

パンくずの残
のこ

りを集
あつ

めると、十二
じゅうに

の

かごにいっぱいになった。 20節
せつ

朝
あさ

、パンを食
た

べている人
ひと

！ 今頃
いまごろ

はだんだん

ご飯
はん

よりパンを食
た

べる人
ひと

が増
ふ

えているのか

な？ パンくずとありますがパン切
き

れともあり

ます。配
くば

り残
のこ

し分
ぶん

もきっとまだあったのでしょ

う。それらの残
のこ

りを集
あつ

めると、十二
じゅうに

のかごに

いっぱいになりました。ヘェ、こんな小
ちい

さなパ

ンくず、パン切
き

れが…？ 実
じつ

は十
じゅう

二
に

人
にん

のお弟子
で し

さんが一かごずつ持
も

ったとして、明日
あ し た

の食
た

べ物
もの

までイエス様
さま

が用意
よ う い

してくださったというわ

けです！

祈
いの

り 天
てん

のお父
とう

様
さま

、イエス様
さま

の奇
き

跡
せき

はほんとに

「至
いた

れり、尽
つ

くせり」です。心
こころ

から 喜
よろこ

ん

で 私
わたし

も持
もち

物
もの

も皆
みな

お献
ささ

げします。


